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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

社
会
鍋
は
救
世
軍
（
サ
ル
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ー
ミ
ー
）
が

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
行
っ
て
い
る
街
頭
募
金
運
動
だ
。

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
々
を
支
援
す
る
た
め
に
行
っ
て

い
る
。
三
脚
に
吊
る
し
た
鍋
が
目
印
で
、
日
本
で
は
俳
句
の

季
語
に
も
な
っ
て
い
る
年
末
の
風
物
詩
。
募
金
を
入
れ
て

も
ら
う
た
め
に
設
置
す
る
鉄
鍋
の
こ
と
自
体
も
「
社
会
鍋
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
社
会
鍋
は
全
世
界
の
救
世
軍
で
行
わ

れ
て
お
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
行
わ
れ
る
こ
と
か

ら
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
ケ
ト
ル
（Christmas Kettle

）」
の
名

称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
鈴
の
音
と
賑
や
な
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
で
歳
末
ム
ー
ド
の
引
き
立
て
役
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
18
日
、
五
番
街
50
丁
目
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

救世軍
社会鍋
年末の風物詩

　

オ
ラ
ン
ダ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

旅
行
会
社Booking.com

は
、

過
去
１
年
の
予
約
状
況
や
前
年

比
増
加
率
な
ど
を
元
に
算
出
し

た
「
２
０
２
４
年
の
人
気
旅
行

先
ラ
ン
キ
ン
グ
」を
発
表
し
た
。

こ
の
旅
行
予
測
は
、
同
社
が
33

か
国
の
２
万
７
０
０
０
人
の
旅

行
者
に
行
っ
た
調
査
を
元
に
ま

と
め
た
も
の
。

　

同
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
に

入
っ
た
の
は
日
本
の
「
別
府
」

だ
っ
た
。
九
州
・
大
分
県
に
位

置
す
る
別
府
は
天
然
温
泉
が
湧

き
出
る
場
所
で
、
別
府
の
「
地

獄
」
は
こ
の
街
で
最
も
有
名
な

名
所
の
一
つ
で
あ
る
。２
位
は
、

ア
ル
バ
ニ
ア
の
ア
ド
リ
ア
海
沿

い
の
都
市
ヴ
ロ
ラ
。
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は

美
し
い
ビ
ー
チ
と
活
気
あ
る
歴

史
的
な
町
が
理
想
的
に
融
合
し

て
お
り
、
イ
タ
リ
ア
の
影
響
を

受
け
た
豊
富
な
シ
ー
フ
ー
ド
料

理
も
魅
力
的
だ
。
３
位
は
メ
キ

シ
コ
の
都
市
メ
リ
ダ
。
ユ
カ
タ

ン
半
島
の
中
心
に
位
置
し
、
マ

ヤ
の
遺
産
が
色
濃
く
残
り
、
多

く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
伝
統
的
な

調
理
法
で
作
ら
れ
た
料
理
を
提

供
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
日
帰

り
で
世
界
七
不
思
議
の
ひ
と

つ
、
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
に

行
く
こ
と
も
で
き
る
。
４
位
以

下
は
次
の
通
り
。
４
位
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
（
ア
メ
リ
カ
）、
５
位

人気旅行先ランキング

1位に別府
Booking.com 調べ

ヴ
ァ
ル
ケ
ン
ブ
ル
グ
（
オ
ラ
ン

ダ
）、
６
位
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）、
７
位

ケ
ム
ニ
ッ
ツ
（
ド
イ
ツ
）、
８

位
ロ
ト
ル
ア
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
）、
９
位
パ
ン
グ
ラ
オ

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）、
10
位
ケ
ア
ン

ズ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
万
引
き

増
加
率
は
、
過
去
４
年
間
で
米

国
内
で
最
も
著
し
い
こ
と
が
、

こ
の
ほ
ど
刑
事
司
法
を
審
議
す

る
非
政
府
組
織
カ
ウ
ン
シ
ル
・

オ
ン
・
ク
リ
ミ
ナ
ル
ジ
ャ
ス
テ

ィ
ス
（
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
が
公
表
し
た

調
査
結
果
で
分
か
っ
た
。

　

同
審
議
会
は
、
国
内
24
都
市

の
警
察
が
報
告
し
た
２
０
１
９

年
６
月
か
ら
今
年
６
月
の
万
引

き
件
数
を
比
較
し
た
。
Ｎ
Ｙ
市

は
64
％
増
、
次
い
で
２
位
の

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
61
％
増
だ

っ
た
。
Ｎ
Ｙ
市
警
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｄ
）
に
よ
る
と
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
の
軽
窃
盗
罪
の
件
数
は

９
万
３
０
０
０
件
を
す
で
に
上

回
っ
て
お
り
、
２
年
前
の
同
期

間
と
比
べ
て
29
％
増
と
な
っ
て

い
る
。
小
売
店
は
、
ソ
ッ
ク
ス

や
男
性
用
下
着
な
ど
の
商
品
棚

に
防
犯
カ
メ
ラ
や
施
錠
を
設
置

す
る
な
ど
万
引
き
防
止
対
策
を

強
化
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｊ
は
、
万
引
き
急
増
の

原
因
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

凶
悪
犯
で
な
け
れ
ば
拘
留
し
な

い
と
い
う
同
州
の
保
釈
金
改
革

法
が
19
年
に
執
行
さ
れ
、
軽
窃

盗
罪
の
再
犯
の
多
発
が
原
因
の

ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て

い
る
。
全
米
小
売
業
協
会
（
Ｎ

Ｒ
Ｆ
）
の
報
告
で
は
、
Ｎ
Ｙ
や

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
あ

る
小
売
チ
ェ
ー
ン
店
「
タ
ー
ゲ

ッ
ト
」
な
ど
の
窃
盗
団
に
よ
る

犯
罪
が
原
因
の
損
失
は
、
昨
年

１
１
２
０
億
ド
ル
に
達
し
、
21

年
か
ら
１
８
１
億
ド
ル
増
だ
っ

た
。
一
方
、
Ｎ
Ｙ
市
の
強
盗
や

重
窃
盗
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と

い
う
。　
（
５
面
に
解
説
記
事
）

世
界
33
か
国
の
旅
行
者

２
万
７
０
０
０
人
が
回
答

Ｎ
Ｙ
市
で
万
引
き
が
急
増

過
去
４
年
間
で
全
米
最
悪
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先
日
、
旅
行
会
社
の
メ
ン
バ

ー
と
話
し
て
い
る
と
、「
日
本

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
い
で
す
」
と
い
う
話

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
魅
力
に

「
四
季
」
が
あ
る
ら
し
い
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
は
当
た
り

前
の
「
四
季
」。
で
も
海
外
の

人
に
と
っ
て
は
か
な
り
魅
力
的

ら
し
く
、
同
じ
場
所
で
も
、
別

の
季
節
の
写
真
な
ど
を
見
て

「
雪
景
色
を
見
た
い
」「
桜
の
季

節
に
来
た
い
」「
紅
葉
を
見
た

い
」
と
な
る
そ
う
で
す
。
確
か

に
、
大
抵
の
県
で
四
季
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
季

節
に
よ
っ
て
食
べ
る
も
の
も
変

四
季
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る

わ
っ
て
く
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
カ
ニ
や

ブ
リ
や
フ
グ
が
美
味
し
い
季

節
。
わ
た
し
た
ち
日
本
人
に
と

っ
て
当
た
り
前
だ
っ
た
も
の
の

良
さ
を
海
外
か
ら
来
る
人
に
い

ろ
い
ろ
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
観
光
で
は
素
敵

な
場
所
に
見
え
て
も
現
地
の
人

に
と
っ
て
は
そ
う
で
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
雪
見
船
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

や
関
西
の
人
間
に
は
、
と
っ
て

も
魅
力
的
で
、「
一
度
は
乗
っ

て
み
た
い
」
け
れ
ど
、
東
北
の

人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
雪
降
し

な
ど
大
変
な
こ
と
も
多
く
「
雪

な
ん
て
降
っ
て
ほ
し
く
な
い
」

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
は
、

あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る

と
「
日
本
人
は
、
そ
れ
で
も
四

季
が
あ
る
か
ら
、
地
球
の
温
暖

化
な
ど
に
鈍
い
」
そ
う
で
す
。

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
四
季
が
あ

る
こ
と
を
当
た
り
前
だ
と
思
わ

ず
に
四
季
を
感
じ
る
こ
と
に
感

謝
す
る
こ
と
が
大
切
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
芸
術

一
家
、
依
田
寿
久
、
依
田
順

子
、
依
田
洋
一
郎
３
氏
に
よ
る

３
度
目
の
「
ザ
・
ス
リ
ー
・
ヨ

ダ
」
展
が
14
日
か
ら
12
月
１
日

（
金
）
ま
で
、
ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ

ン
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｍ
Ｃ
（
西
52

丁
目
５
４
９
番
地
）
で
開
催
中

だ
。
17
日
夜
に
は
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
開
か
れ
、
３
氏
の
ア
ー
ト

を
知
る
日
米
の
来
場
者
で
賑
わ

っ
た
。
同
展
は
、
ア
ー
ト
と
日

常
の
関
連
性
と
家
族
の
あ
り
よ

う
を
一
つ
の
視
点
に
3
人
の
作

品
を
そ
れ
ぞ
れ
20
〜
30
点
ず
つ

展
示
し
て
い
る
。
武
蔵
野
美
術

大
学
で
学
ん
だ
夫
妻
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
育
っ
た
子
供
の
洋
一

郎
と
の
異
な
っ
た
世
界
を
楽
し

め
る
内
容
。

　

三
角
形
シ
リ
ー
ズ
の
父
寿
久

の
色
彩
感
覚
が
洋
一
郎
の
色
彩

に
影
響
が
出
て
い
る
。
順
子
は

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
パ
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
の
ビ
ル
奥
に
立
つ
幾
何

学
模
様
ビ
ル
を
執
拗
に
和
紙
を

重
ね
た
技
法
で
描
く
。
洋
一
郎

は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

で
の
看
守
を
10
年
し
た
経
験
か

ら
今
回
の
看
守
シ
リ
ー
ズ
が
生

ま
れ
た
。
独
特
の
個
性
的
な
色

使
い
と
表
現
。
何
を
描
い
て
も

洋
一
郎
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が

一
目
瞭
然
で
分
か
る
と
こ
ろ
が

既
に
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
て
い
る
。　
　
　
　
（
三
）

依田家NY
3人展開催

　

年
末
恒
例
と
な
っ
た
プ

リ
ン
ト
展
「 PRINTS ON 

B’DW
AY

」
が
12
月
５
日
（
火
）

か
ら
16
日
（
土
）
ま
で
、
ソ
ー

ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ
ク

ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
５
５
２
番
地
４
０
１

号
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
今
回
も
日

本
か
ら
版
画
最
前
線
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
た
ち
が
参
加
。版
画
家
・

写
真
家
・
Ｃ
Ｇ
作
家
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
日
本
の
作
家
14
人
が

銅
版
・
石
版
・
木
版
・
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
、
デ
ジ
タ
ル
プ
リ

ン
ト
な
ど
に
よ
る
作
品
約
40
点

を
発
表
す
る
。

　

細
部
の
質
感
に
こ
だ
わ
る
エ

ッ
チ
ン
グ
、
曲
線
の
メ
リ
ハ
リ

が
存
在
感
を
放
つ
ウ
ッ
ド
カ
ッ

ト
、
仮
想
空
間
を
具
現
化
し
た

デ
ジ
タ
ル
生
成
な
ど
、
新
旧
の

プ
リ
ン
ト
技
法
を
駆
使
し
た
多

彩
な
表
現
世
界
を
繰
り
広
げ

る
。

　

第
４
回
目
と
な
る
今
年
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
板
東
綾

子
、
ヴ
ァ
シ
リ
ー
ナ
、
マ
ッ
ク

ス
藤
島
、
平
之
内
美
穂
、
百
田

和
子
、
久
住
真
理
子
、
永
野
み

き
、
佐
治
宣
子
ら
８
人
。
日
本

か
ら
は
廣
瀬
龍
太
、
栗
本
佳

典
、
シ
ア
カ
章
子
、
瀧
本
雅
美
、

黒
岩
佐
和
子
、
横
山
弥
生
の
６

人
が
参
加
す
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
12
月
９
日

（
土
）
午
後
５
時
か
ら
７
時
ま

で
。
５
時
30
分
か
ら
は
バ
ー
チ

ャ
ル
ラ
イ
ブ
も
配
信
す
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
火

〜
土
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午
後

６
時
。
購
入
時
に
持
ち
帰
り
も

可
能
な
即
売
方
式
で
ギ
フ
ト
シ

ー
ズ
ン
に
対
応
し
て
い
る
。

　

レ
オ
ナ
ー
ト
古
川
文
香
の

個
展
「
魂
の
囁
き
：
ア
ー
ト

に
お
け
る
祈
り
（W

hispers 
of the Soul: Prayer in Art

）」

が
12
月
９
日
（
土
）
か
ら
21

日
（
木
）
ま
で
、
天
理
文
化

協
会
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西

13
丁
目
43
Ａ
番
地
。
電
話

２
１
２
・
６
４
５
・
２
８
０
０
）

に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

約
20
年
に
わ
た
り
、
自
身
の

芸
術
的
表
現
と
テ
キ
ス
ト
要
素

の
融
合
に
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
注
い
で
き
た
古
川
は
、 

自
作

の
抒
情
的
な
散
文
や
詩
、
著
名

な
人
物
の
格
言
な
ど
の
テ
キ

ス
ト
で
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い

る
。
繰
り
返
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
熱
烈
な
祈
り
と
化
し
、
ま

た
緻
密
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
イ
メ

ー
ジ
の
純
粋
な
美
し
さ
を
通
じ

て
作
品
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

る
独
創
的
な
作
品
群
を
展
示
す

る
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
12
月
16
日

（
土
）
午
後
３
時
か
ら
５
時
。　

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
木
曜
の
正
午
か
ら
午
後
６

時
、
土
曜
は
午
後
３
時
ま
で
。

魂
の
囁
き

古
川
文
香
展

天
理
文
化
で
９
日
か
ら

プ
リ
ン
ト
展
Ｎ
Ｙ
で

Ｎ
Ｙ
と
日
本
か
ら
14
人
ギャラリー
マックス

http://shinbashi72.com/
https://sobaya.square.site/
https://tawaramart.com/
http://jmart-usa.com/en/
http://kkobo.com/
https://goshikiprinting.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
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 日本クラブからのお知らせ
■2023/24 シーズン メトロポリタンオペラ
 鑑賞会＆直前勉強会 
 第１回 ワーグナー作 
 『タンホイザー』“Tännhauser”
 

●オペラ鑑賞会（Metropolitan Opera House）
 12月 3日（日）2PM（現地集合 1：30PM）
 参加費：$155（会員）/$165（一般）
 ●直前勉強会（日本クラブ）
 12月 1日（金）6PM～
 参加費：$15（会員）/$25（一般）※ 1ドリンク付
 愛の苦悩を壮大に描いた、オペラの巨人ワーグナー
の人気作。「精神的な愛」と「肉欲の愛」という、
愛をめぐる「聖」と「俗」が物語の核になってい
ます。お席はグランドティア（2階）になります。
直前勉強会は、鑑賞会参加者に限らずどなたでも
ご参加いただけます。詳細・お申し込みは www.
nipponclub.org （EVENTSのページ）をご覧くださ
い。ご質問は info@nipponclub.orgまで。

■日本クラブWEBギャラリー 
 出展アーティスト募集中！
 日 本 ク ラ ブ WEB ギ ャ ラ
リ ー (https://nippongallery.
nipponclub.org) では、出展
アーティストを随時募集して
います。日本語と英語でアー
ティストの作品やバイオグラ
フィーを、NYから世界に向
けて発信します。また、作品
の販売も可能です。ご興味
のある方はお気軽に gallery@
nipponclub.org までお問い
合わせください。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

常設アーティスト：書道家・
鈴木猛利とイラスト画家・
清家正悟によるコラボ
レーション作品「衣」

　

日
本
ア
ニ
メ
の
祭
典
「
ア
ニ

メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
」
が
17
日
か
ら
19
日

ま
で
の
3
日
間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
ジ

ェ
イ
コ
ブ
・
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
・
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。

　

会
場
は
、「
鬼
滅
の
刃
」「
ワ

ン
ピ
ー
ス
」「
ス
パ
イ
フ
ァ
ミ

リ
ー
」
な
ど
、
人
気
作
品
の
コ

ス
プ
レ
を
楽
し
む
人
で
に
ぎ
わ

っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
に

住
む
ヴ
ァ
ビ
ー
ナ
さ
ん（
22
歳
）

は
「
東
京
リ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」

の
コ
ス
プ
レ
で
初
め
て
参
加
し

た
。「
日
本
の
ア
ニ
メ
が
大
好

き
。来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」

と
う
れ
し
そ
う
に
語
っ
た
。

　

特
別
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
は

18
日
、
人
気
ア
ニ
メ
【
推
し
の

子
】
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ

た
。
会
場
は
熱
心
な
フ
ァ
ン
で

ほ
ぼ
満
員
と
な
り
、
平
牧
大
輔

監
督
は
「
日
本
で
の
ア
ニ
メ
イ

ベ
ン
ト
の
よ
う
だ
」
と
ア
メ
リ

カ
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
に
驚
い
た

様
子
だ
っ
た
。
猫
富
ち
ゃ
お
助

監
督
は
、
現
在
制
作
中
の
ア
ニ

メ
第
２
期
に
つ
い
て
「
第
1
期

以
上
の
ワ
ク
ワ
ク
を
詰
め
込
ん

で
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
楽
し
み
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
フ
ァ
ン
に

呼
び
か
け
た
。

　

会
場
で
は
他
に
も
、「
名

探
偵
コ
ナ
ン
」
の
映
画
上
映

や
、「
ブ
ル
ー
ロ
ッ
ク
」「Fate/

Grand Order

」
な
ど
、
数
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
が
連
日
開
催
さ

れ
た
。ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

「
太
鼓
の
達
人
」
や
「
ダ
ン
ス
・

ダ
ン
ス
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
台
が
設
置

さ
れ
、
ア
ニ
メ
グ
ッ
ズ
の
販
売

店
の
エ
リ
ア
で
は
、
お
目
当
て

の
商
品
を
求
め
て
行
列
が
で
き

る
な
ど
、
ど
こ
も
大
盛
況
だ
っ

た
。
日
本
の
ア
ニ
メ
人
気
の
高

さ
を
感
じ
さ
せ
る
３
日
間
と
な

っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ

れ
る
ア
ニ
メ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
コ
ミ
ッ
ク
・

コ
ン
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
は
日
本
中

心
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
独
立

し
、
２
０
１
７
年
か
ら
開
催

し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
は

５
万
５
０
０
０
人
が
来
場
し

た
。　
　
（
文
・
写
真
、き
ゃ
ま
）

ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ

熱
心
な
フ
ァ
ン
で
満
員【推しの子】トークショーも開催

【推しの子】の左から、猫富ちゃお助監督、平牧大輔監督、山下愼平プロデューサー（写真左）と【推しの子】の星野アイのコスプレ（同上）

～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

活動/サポート内容

サポート実績

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティング

・公認会計士、ファイナン
シャルプランナー、社労
士などプロフェッショナ
ルの紹介

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
（メルマガ、セミナーな
ど）配信

・個別相談件数100件以上
・日本完全帰国、一時帰国
の支援多数

・専門家に繋ぎ、お金や税
務の支援

・個別健康支援　その他多
数の実績

・オンラインと、N Y、
NJ、ボストン、LAで現
地セミナーを開催

（参加者合計200人以上）

NY支部：FURUSATO PROJECT NY事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY事務局窓口担当／週刊 NY生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT事務局

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
一
般
社
団
法

人NEXT GENERATION

の
平
田
で
す
。

先
月
の
記
事
を
読
ん
で
頂
い
た
方
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
先
月
の
続

き
の
お
話
で
す
。
初
め
ま
し
て
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
簡
単

に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

私
た
ち
一
般
社
団
法
人NEXT 

GENERATION

は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
日

本
人
の
方
の
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
活
動
「FURUSATO PROJECT

」
を

２
０
１
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
前
回
の
記
事
で
は
、
①
ア
メ
リ
カ
在

住
日
本
人
は
な
ぜ
日
本
に
帰
国
し
た
い
と

思
う
の
か
、
②
代
理
人
・
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
人
の
困
り
ご
と
と
い
う
２
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
は
◆
日
本
帰
国
に
必
要
な
こ
と
、
◆

実
際
に
帰
国
で
大
変
な
こ
と
に
つ
い
て
お

話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご

覧
に
な
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

【
第
２
回
】

◆
日
本
帰
国
に
必
要
な
こ
と

　

ア
メ
リ
カ
在
住
の
日
本
人
が
、
日
本

に
帰
国
す
る
と
な
っ
た
時
に
必
要
な
こ

と
は
何
か
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

膨
大
に
あ
り
ま
す
。
大
き
く
は
、「
ア

メ
リ
カ
で
の
帰
国
準
備
」、「
日
本
へ
の

一
時
帰
国
」、「
日
本
へ
の
本
帰
国
」、「
日

本
帰
国
後
の
行
政
手
続
き
や
住
ま
い
探

し
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
だ
け
を
見
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
難
し

く
な
さ
そ
う
と
感
じ
ら
れ
る
方
も
い
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
は
と
て
も
大

変
で
す
。
そ
れ
は
、
情
報
を
収
集
す
る
、

様
々
な
こ
と
を
決
断
し
て
手
続
き
す
る

こ
と
に
と
て
も
時
間
も
労
力
も
か
か
り

ま
す
。
特
に
重
要
な
こ
と
は
、「
日
本

で
の
住
ま
い
」
で
す
。
お
元
気
な
方
は
、

日
本
に
一
時
帰
国
な
ど
し
て
、
賃
貸
・

分
譲
・
介
護
施
設
な
ど
を
自
分
の
足
で

見
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
力

的
な
問
題
で
、
一
時
帰
国
が
難
し
い
方

は
な
か
な
か
大
変
で
す
。
ア
メ
リ
カ
と

日
本
で
離
れ
て
い
な
が
ら
、
物
件
を
探

し
、
契
約
す
る
こ
と
は
大
変
で
す
。
情

報
収
集
も
難
し
く
、
時
差
の
関
係
も
あ

っ
て
、
皆
さ
ん
非
常
に
苦
労
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
国
籍
が
ア
メ
リ
カ
国

籍
の
方
は
在
留
資
格
の
取
得
な
ど
、
事

前
に
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

◆
実
際
に
帰
国
で
大
変
な
こ
と

　

実
際
に
代
理
人
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
方
が
、
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ

ー
ト
さ
れ
た
際
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
を

お
話
し
し
ま
す
。
介
護
を
し
な
が
ら
日

本
ま
で
の
帰
国
（
フ
ラ
イ
ト
）
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
は
想
像
以
上
に
大
変
で

す
。
車
椅
子
を
押
し
、
排
泄
の
介
助
を

し
て
、
体
調
の
変
化
に
気
を
遣
い
な
が

ら
、
十
数
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
す
。
さ

ら
に
、
日
本
帰
国
後
は
色
々
な
行
政
手

続
き
が
待
っ
て
い
ま
す
。
住
民
票
や
健

康
保
険
な
ど
は
区
役
所
の
窓
口
で
で
き

ま
す
。
大
変
な
の
は
銀
行
手
続
き
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
す
。
銀
行
は
基

本
的
に
本
人
が
出
向
か
な
い
と
手
続
き

が
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
は
、
写
真
を
撮
影
し
た
り
、

カ
ー
ド
を
発
行
す
る
手
続
き
、
さ
ら
に

は
受
取
ま
で
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
以
外
に
も
、「
お
金
」
や
「
身

元
保
証
」、「
認
知
症
」
の
課
題
が
出
て

き
ま
す
。
お
金
が
あ
る
程
度
豊
か
な
方

は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
金
銭
的
に
余

裕
が
な
い
方
は
、
日
本
帰
国
ま
で
の
費

用
、
施
設
入
居
の
費
用
を
ど
の
よ
う
に

工
面
す
る
の
か
、
親
族
と
不
仲
で
身
元

保
証
を
頼
め
な
い
、
ま
た
認
知
症
が
あ

り
色
々
な
契
約
が
難
し
い
な
ど
の
問
題

に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

代
理
人
の
方
も
自
分
の
お
仕
事
や
、

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
範
囲
も
限
り
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
の
た

め
、
私
た
ち
事
務
局
が
サ
ポ
ー
ト
可
能

で
す
が
、
何
事
も
早
め
早
め
に
行
動
し

て
お
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
だ
と
日
々

感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
日
本
へ
の

帰
国
を
考
え
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
ら
、
早
め
に
日
本
へ
帰
国
す
る
か

否
か
を
決
断
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

私
た
ちFURUSATO PROJECT

事

務
局
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
数
多
く

の
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
余
生
を
過
ご
す
方

の
相
談
、
日
本
で
余
生
を
過
ご
す
方
の

相
談
と
支
援
が
可
能
で
す
の
で
、
お
困

り
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

FURUSATO PROJECT

事
務
局
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
個
別
相
談
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

個
別
相
談
の
ご
相
談
は
、FURUSATO 

PROJECT

事
務
局
Ｎ
Ｙ
相
談
セ
ン
タ

ー
窓
口
の
久
松　

茂
（hisamatsu@

nyseikatsu.com

）
ま
で
メ
ー
ル
に
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

・日本帰国に有益な情報を月一回メルマガで配信

・セミナーの優先案内

・お悩み事についての相談

・無料会員特典は全て享受

・有料会員限定のより詳しい有益情報をメルマガで配信

・LINEグループで他の有料会員と繋がれる
・セミナーの優先案内と優先申込受付

・少人数セミナーの参加費無料（通常2000円）
・帰国支援サービスを特別価格で提供

・会費：月1650円（税込）

https://www.nipponclub.org/
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
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(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込
み寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人教
育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201)405-0888
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エ
テ
ィ
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

今
回
は
11
月
に
入
り
米
国
移

民
局
で
提
出
書
類
や
審
査
状
況

に
若
干
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

■ 

米
国
移
民
局
へ
の
送
付
先

の
変
更

　

約
20
年
以
上
、
米
国
移
民

で
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
、E-1, 

E-3, L-1, L-1B, LZ, O-1A, 
O-1B, O-2, P-1, P-1A, P-1B, 
P-1S, P-2, P-2S, P-3, P-3S, 
P-1, Q-1, R-1,TN-1, TN-2 

が
含
ま
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ザ
の
種
類
に

最
近
の
米
国
移
民
局
の
審
査
状
況
に
つ
い
て

よ
っ
て
、
テ
キ
サ
ス
・
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
前
に
着
付
け
と

し
てAttn: 

を
加
え
ま
す
。
た

と
え
ば
Ｌ
ビ
ザ
申
請
の
場
合
は

Attn: I-129 L

、
Ｅ
ビ
ザ
の
場

合
は Attn: I-129E 

と
記
入
し

ま
す
。
ま
た
、
ビ
ザ
の
種
類
に

よ
っ
て
部
屋
番
号 

（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
番

号
）も
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

L-1 
ビ
ザ
のFedEx

、
Ｕ
Ｐ
Ｓ

や
Ｄ
Ｈ
Ｌ
で
の
送
付
先
住
所
は

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Attn: I-129L
USCIS Texas Service Center

6046 N Belt Line Rd., STE 
129, Irving, TX 75038-
0001

　

一
旦
こ
の
テ
キ
サ
ス
・
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
Ｅ
、
Ｌ
、

Ｏ
、
Ｐ
、
Ｒ
、
Ｔ
Ｎ
の
ビ
ザ
申

請
書
類
を
受
け
取
り
、
申
請
料

金
も
移
民
局
の
口
座
に
入
れ
た

後
に
、
書
類
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

な
ど
東
海
岸
か
ら
の
申
請
の
場

合
は
バ
ー
モ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
西
海
岸
の
申
請
は

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
と
い
う
よ
う
に
分
け

て
そ
れ
ぞ
れ
転
送
す
る
よ
う
で

す
。
そ
れ
に
よ
り
以
前
よ
り
も

全
体
の
時
間
が
余
計
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

■ 

米
国
移
民
局
の
審
査

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ザ
に
よ
っ
て

求
め
ら
れ
る
審
査
条
件
は
同
じ

で
す
が
、
ビ
ザ
の
条
件
に
確
実

に
沿
っ
た
内
容
が
書
面
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は
そ
の

書
類
を
提
出
し
な
い
と
質
問
・

追
加
書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ばL-1

ビ
ザ
は
米
国
外

の
親
会
社
の
情
報
と
し
て
親
会

社
の
財
務
諸
表
の
提
出
を
求
め

ま
す
。
こ
れ
が
上
場
し
て
い
る

大
企
業
の
場
合
は
株
主
に
説
明

す
る
た
め
の
数
ペ
ー
ジ
と
き
に

は
数
十
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
連
結

決
算
説
明
資
料
が
あ
り
、
通
常

は
そ
れ
を
提
出
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
資
料
の
中
に
営
業
収

益
・
損
益
計
算
書
、
貸
借
対
照

表
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
部
分
に
見
や
す
い
よ
う
に
印

を
つ
け
て
い
ま
す
。
審
査
官
が

開
い
て
内
容
を
読
め
ば
わ
か
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

移
民
局
は
そ
れ
を
見
過
ご
し

て
、
損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照

表
が
未
提
出
と
し
て
、
再
度
そ

れ
ら
の
書
類
を
要
求
し
た
り
し

ま
す
。

　

ま
た
、O-1

（
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
）
ビ
ザ
申
請
で
、
重
要
な
条

件
の
一
つ
に
主
要
な
役
割
（
主

役
）
で
シ
ョ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
こ
と

を
証
明
せ
よ
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
ソ
ロ
・
シ
ョ
ー
を

行
っ
て
そ
れ
を
記
載
し
て
も
、

主
役
と
し
て
展
示
を
し
て
い
な

い
、
条
件
に
記
載
さ
れ
て
い
る

主
要
な
役
割
で
展
示
な
ど
の
シ

ョ
ー
を
行
っ
て
い
な
い
と
決
め

つ
け
ま
す
。
通
常
で
す
と
、
ソ

ロ
、
つ
ま
り
個
人
の
展
示
会
で

す
か
ら
主
役
で
あ
る
こ
と
は
一

目
瞭
然
に
わ
か
る
こ
と
で
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
た
と
え
ば

歌
手
の
場
合
も
個
人
の
リ
サ
イ

タ
ル
だ
と
し
て
も
主
役
で
リ
サ

イ
タ
ル
を
し
た
と
い
う
記
述
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
今
ま
で

の
移
民
局
の
審
査
で
は
な
か
っ

た
こ
と
で
新
た
な
審
査
基
準
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
は
12
月
9
日
（
土
）

か
ら
16
日
（
土
）
ま
で
、「
大

正
ロ
マ
ン
：
幻
想
と
怪
奇
を
描

く
6
つ
の
映
画
」
シ
リ
ー
ズ
を

開
催
し
、
全
6
作
品
を
上
映
す

る
。
１
９
２
０
年
代
か
ら
80
年

代
ま
で
の
日
本
映
画
の
修
復
版

プ
レ
ミ
ア
上
映
か
ら
、
上
映
自

体
が
非
常
に
稀
な
作
品
な
ど
を

一
堂
に
集
め
、日
本
独
自
の「
狂

騒
の
20
年
代
」
と
も
言
え
る
大

正
時
代
（
１
９
１
２
〜
26
）
を
、

幻
想
的
な
夢
の
よ
う
に
、
は
た

ま
た
悪
夢
の
よ
う
な
怪
奇
的
な

世
界
と
し
て
描
い
た
作
品
に
焦

点
を
当
て
る
。

　

9
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は

『
薔
薇
の
葬
列
』
の
松
本
俊
夫

監
督
の
遺
作
と
な
っ
た
『
ド
グ

ラ
・
マ
グ
ラ
』（
１
９
８
８
年
）

の
日
本
か
ら
取
り
寄
せ
た
非
常

に
貴
重
な
35
ミ
リ
プ
リ
ン
ト
を

上
映
。
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿

っ
た
泉
鏡
花
の
原
作
を
寺
山
修

司
が
監
督
し
た
『
草
迷
宮
』
の

日
本
か
ら
取
り
寄
せ
た
35
ミ
リ

プ
リ
ン
ト
上
映
、
大
正
時
代
に

製
作
さ
れ
、
川
端
康
成
ら
に
よ

る
脚
本
を
衣
笠
貞
之
助
の
特
異

な
表
現
で
映
画
化
し
た
『
狂
っ

た
一
頁
』（
１
９
２
６
年
）、
４

Ｋ
修
復
版
と
し
て
世
界
初
公
開

と
な
る
鈴
木
清
順
監
督
の
『
ツ

ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
』、
舞

踏
の
創
始
者
・
土
方
巽
を
主
要

な
役
ど
こ
ろ
に
配
し
江
戸
川
乱

歩
の
作
品
群
か
ら
脚
色
し
た
、

石
井
輝
男
監
督
作
『
江
戸
川
乱

歩
全
集　

恐
怖
奇
形
人
間
』、

80
年
代
後
半
の
オ
カ
ル
ト
・
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
大
作『
帝
都
物
語
』

を
上
映
す
る
。

　

Ｊ
Ｓ
の
映
画
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

で
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
で
も
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

ー
・
フ
ィ
ー
氏
は
「
日
本
の
最

も
魅
力
的
な
時
代
の
ひ
と
つ
を

探
求
す
る
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
日

本
文
学
の
最
も
オ
カ
ル
ト
的
で

想
像
力
豊
か
な
テ
キ
ス
ト
の
中

か
ら
、
今
日
に
至
る
ま
で
翻
訳

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
文
章
ま

で
を
取
り
上
げ
ま
す
。
エ
ク
ス

プ
ロ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ア
バ

ン
ギ
ャ
ル
ド
、ア
ン
グ
ラ
ま
で
、

図
書
館
が
日
曜
休
館
に

Ｎ
Ｙ
市
の
予
算
削
減
で

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
が
16
日
に
発
表
し
た
行
政

機
関
に
関
す
る
中
間
の
予
算
編

成
で
、
多
く
の
公
立
図
書
館
は

開
館
時
間
の
変
更
や
、
週
末
の

休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

　

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
と
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
公
立
図
書
館
、
ク
イ
ー

ン
ズ
公
立
図
書
館
は
共
同
声
明

で
「
予
算
削
減
の
た
め
、
分
館

を
含
む
ほ
ぼ
す
べ
て
の
図
書
館

で
日
曜
を
休
館
に
す
る
な
ど
、

週
７
日
間
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
を
残
念
に

思
う
。
ま
た
図
書
館
資
料
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
建
物
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
修
繕
費
用
も
削
減
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
利
用
者
が

ど
れ
ほ
ど
図
書
館
の
資
料
を
頼

　

電
子
工
作
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
未
経
験
者
を
対
象
に

し
た
、
実
体
験
型
の
学
び
の

場
、
オ
ン
ラ
イ
ン
親
子IoT 

ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
来
年
１
月

21
日
と
２
月
４
日
（
共
に
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
）
に

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
集

め
た
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
す
で
に

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
作
品
か
ら

忘
れ
去
ら
れ
た
作
品
ま
で
、
神

話
化
さ
れ
が
ち
な
大
正
時
代
の

歴
史
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
実
を
描

い
た
名
作
を
紹
介
し
ま
す
」
と

述
べ
て
い
る
。

　

入
場
料
は
一
般
16
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
は
14
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ

会
員
は
12
ド
ル
。
12
月
9
日

の
『
草
迷
宮
』
上
映
会
は
特

別
価
格
（
一
般
10
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
８
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
５
ド
ル
）。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/

を
参
照
。
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り
に
し
て
い
る
か
は
理
解
し
て

お
り
、
で
き
る
限
り
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
」
と

伝
え
た
。 

　

日
曜
休
館
と
な
る
図
書
館
は

次
の
通
り
。
Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館

（
今
月
26
日
か
ら
）
ブ
ロ
ン
ク

ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
、

グ
ラ
ン
ド
コ
ン
コ
ー
ス
、
パ
ー

ク
チ
ェ
ス
タ
ー
、
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
Ａ
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
マ
ン
ビ

ル
、
ス
タ
ブ
ロ
ス
・
ニ
ア
ル
コ

ス
財
団
（
Ｓ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
）、
ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ワ

シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
、
ト
ッ
ド
・

ヒ
ル
・
ウ
エ
ス
タ
ー
リ
ー
。
ク

局
で
ビ
ザ
申
請
を
す
る
際
に

I-129
申
請
フ
ォ
ー
ム
を
使
用

す
る
一
部
の
Ｈ
ビ
ザ
を
除
く
ほ

と
ん
ど
の
ビ
ザ
は
、
雇
用
者
が

所
在
す
る
地
域
に
よ
っ
て
米
国

内
の
バ
ー
モ
ン
ト
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
、
テ
キ

サ
ス
と
い
う
４
つ
州
の
サ
ー
ビ

ス
・
セ
ン
タ
ー
（
審
査
処
理
事

務
局
）
に
ビ
ザ
申
請
書
類
を
送

付
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

11
月
か
ら
、
一
括
し
て
テ
キ
サ

ス
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
送

付
す
る
よ
う
に
と
い
う
告
知
が

イ
ー
ン
ズ
公
立
図
書
館
（
今

月
26
日
か
ら
）
セ
ン
ト
ラ
ル
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
公
立
図
書
館
（
12
月
17

日
か
ら
）
ボ
ロ
ー
パ
ー
ク
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
ハ
イ
ツ
、
セ
ン
ト

ラ
ル
、
グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
、

キ
ン
グ
ス
ハ
イ
ウ
エ
ー
、
メ
イ

コ
ン
、
ミ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
、
ニ
ュ

ー
ロ
ッ
ツ
。 

開
催
さ
れ
る
。
主
催
は
ニ
ュ

ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｎ

Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
）。
同
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
、Raspberry Pi

を
使

い
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

Python

と
ク
ラ
ウ
ド
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
（Kintone

）
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ

て
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
。

対
象
は
小
学
高
学
年
以
上
子
供

と
そ
の
保
護
者
。
参
加
は
無
料

だ
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
使

う
機
器
を
事
前
に
購
入
す
る
必

要
が
あ
る
（
50
ド
ル
前
後
）。

ま
た
、
任
意
で
経
費
の
寄
付
協

力
を
求
め
て
い
る
。
説
明
会
は

１
月
７
日
午
前
10
時
か
ら
11
時

ま
で
。
申
し
込
み
は
イ
ベ
ン

ト
サ
イ
ト　

https://forms.
gle/Rjg9tDd38UddcaZEA　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
申
し
込

み

は　

https://forms.gle/
RGzcLKom

AiZ1oXQQ9　

申
し
込
み
締
め
切
り
は
１
月
６

日
。

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
16
日
、
Ｎ
Ｙ
市
地
下

鉄
の
今
年
の
利
用
者
が
10
億
人

に
達
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　

10
億
人
目
の
乗
客
と
な
っ
た

の
は
、
14
日
午
前
10
時
54
分
に

Ａ
系
統
１
７
５
丁
目
駅
の
改
札

を
通
過
し
た
Ｎ
Ｊ
州
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ク
在
住
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ジ

ョ
ー
ン
ズ
さ
ん
だ
っ
た
。
昨
年

乗
客
が
10
億
人
に
達
し
た
の

は
、
今
年
よ
り
も
６
週
間
遅
い

12
月
27
日
だ
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ン

ズ
さ
ん
は
「
改
め
て
地
下
鉄
を

意
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
３

年
間
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
だ
っ

た
た
め
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

タ
ッ
プ
し
て
改
札
を
通
れ
る
こ

と
を
嬉
し
く
感
じ
る
。
Ｎ
Ｊ
か

ら
通
勤
し
、
会
議
の
前
に
駅
の

上
階
で
コ
ー
ヒ
ー
を
１
杯
飲

む
。
地
下
鉄
は
こ
れ
か
ら
も
日

課
の
ひ
と
つ
で
あ
り
続
け
る
だ

ろ
う
」
と
話
し
て
い
る
。
都
市

交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
ジ
ョ
ー

ン
ズ
さ
ん
に
、
１
０
０
ド
ル
分

の
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
カ
ー
ド
と
Ｏ
Ｍ
Ｎ

Ｙ
公
式
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
地
下
鉄

地
図
柄
の
眼
鏡
ク
リ
ー
ナ
ー
、

10
億
人
目
の
乗
客
を
記
念
し
た

ボ
タ
ン
を
贈
っ
た
。 

　

ま
た
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
イ
ビ
ー
社

長
は
「
よ
り
速
く
、衛
生
的
で
、

安
全
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
懸
命

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
市
民

は
地
下
鉄
の
選
択
と
い
う
結
果

に
な
っ
た
。
２
０
２
３
年
末
ま

で
さ
ら
に
何
百
万
人
も
の
利
用

者
を
運
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。 

10
億
人
目
を
早
く
も
達
成 

今
年
の
地
下
鉄
乗
客
数

初心者向けオンライン
親子 IoT ワークショップ

https://www.maxjob.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
mailto:info@bcnetwork.org
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
https://forms.gle/Rjg9tDd38UddcaZEA
https://forms.gle/RGzcLKomAiZ1oXQQ9
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中
国
製
電
気
自
動
車
を
改
良

し
た
小
型
商
用
電
気
自
動
車
エ

レ
モ
シ
リ
ー
ズ
を
日
本
の
小
型

商
用
車
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
投
入
予

定
の
Ｈ
Ｗ
エ
レ
ク
ト
ロ
社
（
本

社
・
東
京
都
江
東
区
、
ヒ
サ
オ
・

ウ
エ
イ
チ
ン
グ
社
長
＝
写
真
上

＝
）
の
新
型
車
種
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
「
パ
ズ
ル
」
の
お
披
露
目
会

が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
チ
ェ
ル

シ
ー
に
あ
る
ス
タ
ジ
オ
５
２
５

で
16
日
開
催
さ
れ
た
。

　

軽
自
動
車
サ
イ
ズ
の
車
は
、

災
害
時
を
想
定
し
た
移
動
電
源

と
し
て
の
機
能
や
、
エ
マ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
キ
ッ
ト
の
装
備
、
誰

で
も
利
用
で
き
るW

i-Fi

ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
の
機
能
を
備
え
て

い
る
。
車
体
デ
ザ
イ
ン
を
担
当

し
た
株
式
会
社
フ
ォ
ー
ト
マ
レ

イ
の
代
表
取
締
役
石
丸
竜
平
氏

に
よ
る
と
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た

め
に
車
の
フ
ォ
ル
ム
は
45
度
と

90
度
の
組
み
合
わ
せ
で
ボ
デ
ィ

パ
ー
ツ
も
共
有
部
品
を
多
用
し

て
い
る
。
走
行
速
度
は
時
速
60

マ
イ
ル
、
２
０
２
５
年
の
発
売

を
計
画
し
て
い
る
。

電
気
商
用
車

Ｈ
Ｗ
エ
レ
ク
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
で

「
パ
ズ
ル
」
を
発
表

　

日
本
三
大
盆
踊
り
の
一
つ
と

し
て
も
知
ら
れ
る
、
阿
波
国

（
現
・
徳
島
県
）
発
祥
の
「
阿

波
踊
り
」。
そ
の
米
国
普
及
活

動
を
し
て
い
る
在
米
邦
人
グ
ル

ー
プ
（
連
）
が
こ
の
ほ
ど
訪
日

し
、
本
場
徳
島
で
開
催
さ
れ
た

阿
波
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
で
見
事

優
勝
し
た
。 

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

２
０
１
９
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

連
副
連
長
だ
っ
た
上
原
博
さ
ん

が
全
米
５
都
市
の
７
つ
の
連
に

働
き
か
け
、
同
年
12
月
に
結
成

し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
メ
リ
カ

連
」
の
皆
さ
ん
。

　

阿
波
踊
り
の
魅
力
を
ア
メ
リ

カ
人
に
も
伝
え
る
目
的
で
全
米

各
地
に
「
連
」（
グ
ル
ー
プ
）

が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
別
々
に
活
動
を
し
て
い
た
各

都
市
の
連
を
「
一
緒
に
活
動
す

る
こ
と
で
、
全
米
各
都
市
の
日

本
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
す
る
な
ど

し
て
よ
り
多
く
の
普
及
活
動
が

し
や
す
く
な
る
」
と
登
記
し
、

上
原
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
連
・
連

長
に
就
任
し
た
も
の
だ
。

　

だ
が
そ
の
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ

禍
に
な
り
、
広
い
ア
メ
リ
カ
で

は
最
大
３
時
間
の
時
差
も
あ
っ

て
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。「
早
く
ア
メ
リ

カ
中
に
阿
波
踊
り
を
広
め
た

い
」
と
い
う
共
通
の
想
い
か
ら

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど
を
駆
使
し
て
練

習
を
続
け
、
こ
の
ほ
ど
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
、
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

ア
リ
ゾ
ナ
の
連
か
ら
の
選
抜
メ

ン
バ
ー
が
、
聖
地
徳
島
の
「
ア

ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」
で
今
月
４

日
に
開
催
さ
れ
た
世
界
阿
波
踊

り
コ
ン
テ
ス
ト
「
秋
の
阿
波
踊

り
」
に
出
場
を
果
た
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
連
は
、
大
き
な
会

場
を
意
識
し
て
、
ソ
ロ
、
デ
ュ

オ
、男
、女
、踊
り
の
各
パ
ー
ト
、

「
お
囃
子
」
と
呼
ば
れ
る
音
を

奏
で
る
担
当
が
そ
れ
ぞ
れ
輝
け

る
よ
う
な
構
成
と
、
阿
波
踊
り

の
基
本
は
守
り
つ
つ
「
ア
メ
リ

カ
ら
し
さ
」
を
押
し
出
し
た
選

曲
、
そ
し
て
基
本
の
踊
り
に
ジ

ャ
ズ
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
な
ど
の
要
素
も

混
ぜ
込
ん
だ
踊
り
で
会
場
を
魅

了
し
、
見
事
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

上
原
連
長
は
「
こ
れ
か
ら
も

ア
メ
リ
カ
と
徳
島
の
文
化
を
融

合
し
て
、
４
０
０
年
以
上
続
く

伝
統
の
阿
波
踊
り
を
全
米
に
広

め
て
い
き
た
い
。
来
年
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
や
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
で
開
催
さ
れ
る
日
本
文
化
を

伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的

に
出
演
し
て
、
よ
り
多
く
の
ア

メ
リ
カ
人
に
阿
波
踊
り
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

阿波踊り本場で優勝
「
ア
メ
リ
カ
連
」
の
皆
さ
ん

訪
日
し
て
会
場
を
魅
了

　
深
刻
な
万
引
き
被
害
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
２

年
ほ
ど
前
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
10
月
、
ウ
ォ
ー
ル

ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が

﹁
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
万
引

き
の
天
国
に
な
っ
た
﹂
と
い
う

記
事
を
掲
載
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
チ
ェ
ー
ン
の
ウ
ォ
ル
グ
リ
ー

ン
が
20
店
舗
以
上
を
閉
店
し
た

と
伝
え
た
。
ア
ッ
プ
ル
や
ノ
ー

ド
ス
ト
ロ
ー
ム
な
ど
の
高
級
店

を
狙
っ
た
押
し
倒
し
犯
罪
者
が

繰
り
返
し
カ
メ
ラ
に
捉
え
ら
れ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
も
投
稿
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
営
業
時
間
が
短
縮

さ
れ
た
り
、閉
鎖
も
相
次
い
だ
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
の
万

引
き
増
加
の
原
因
と
し
ば
し
ば

指
摘
さ
れ
た
の
が
、
２
０
１
４

年
に
住
民
投
票
で
可
決
し
た
提

案
47
︵Proposition47

︶
だ
。

同
法
に
基
づ
き
、
９
５
０
ド
ル

︵
約
14
万
円
︶
以
下
の
万
引
き

を
重
罪
か
ら
軽
犯
罪
に
引
き
下

げ
た
た
め
増
加
す
る
と
し
た
も

の
だ
。
同
法
の
目
的
は
、
万
引

き
は
生
活
苦
か
ら
来
る
も
の
が

多
い
た
め
重
罪
で
罰
す
る
よ
り

更
生
の
機
会
を
与
え
る
ほ
う
が

良
い
と
い
う
考
え
だ
。
重
罪
に

な
れ
ば
ま
と
も
な
仕
事
に
就
く

こ
と
が
難
し
く
な
り
、
車
も
家

も
ロ
ー
ン
が
組
め
な
く
な
っ
た

り
す
る
た
め
だ
。
厳
罰
で
も
再

犯
率
や
犯
罪
率
の
改
善
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
そ
し

て
緩
和
す
れ
ば
受
刑
者
が
増
え

続
け
る
刑
務
所
費
用
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
由

だ
っ
た
。

　
全
米
小
売
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
調

査
に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年

に
全
国
の
小
売
業
者
は
小
売

盗
難
に
よ
り
１
１
２
１
億
ド

ル
︵
約
16
兆
６
千
億
円
︶
の
損

失
を
被
っ
た
。
こ
の
数
字
は
、

２
０
２
１
年
の
損
失
９
３
９
億

ド
ル
︵
約
13
兆
９
千
億
円
︶、

20
年
の
同
９
０
８
億
ド
ル

︵
13
兆
５
千
億
円
︶
か
ら
大
幅

に
増
加
し
た
。

　
盗
ま
れ
る
も
の
は
高
級
衣

類
、
高
級
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
、
香

水
の
一
方
で
、
洗
剤
や
髭
剃
り

用
カ
ミ
ソ
リ
な
ど
が
多
い
。
高

級
品
だ
け
で
な
く
生
活
日
用
品

が
多
い
の
は
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
ス
ト
ア
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

は
店
員
も
少
な
く
万
引
き
し
や

す
い
こ
と
と
、
目
的
が
転
売
だ

か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
普
及
で
い
ま

や
簡
単
に
ネ
ッ
ト
上
で
売
る
こ

と
が
で
き
る
。
イ
ー
ベ
イ
や
ア

マ
ゾ
ン
は
販
売
者
の
身
元
確
認

や
仕
入
れ
先
確
認
に
力
を
入
れ

て
い
る
が
、
窃
盗
団
が
直
接
売

る
わ
け
で
も
な
い
た
め
限
界
が

あ
る
。

　
　
　
　（
１
面
に
関
連
記
事
）　

も
は
や
万
引
き
で
は
な
く
集
団
窃
盗

連
邦
レ
ベ
ル
で
取
り
組
む
動
き

解説

https://america-keitai.com/
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寒
い
季
節
に
な
る
と
「
ホ
ッ

ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
や
「
コ
コ

ア
」
を
、
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
人
が

好
む
か
が
分
か
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
屋
外
か
ら
家
に
戻
っ

た
時
な
ど
は
、
特
に
こ
の
甘
さ

と
苦
さ
の
混
じ
っ
た
飲
み
物

に
、心
も
体
も
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

今
日
は
こ
の
２
つ
の
飲
み
物

Hot Chocolate

とCocoa

の

発
音
を
練
習
し
ま
し
ょ
う
。
日

本
で
も
カ
タ
カ
ナ
語
で
使
わ
れ

て
い
る
た
め
に
、
日
本
人
の
こ

の
２
つ
の
単
語
の
発
音
は
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。
周
囲
の

ア
メ
リ
カ
人
を
真
似
て
、
最
初

の
「Cho

」
を
強
く
言
う
事
ま

で
は
出
来
る
け
れ
ど
「colate

」

部
分
に
な
る
と
、
耳
で
聞
い
て

出
来
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
日

本
語
に
は
無
い
弱
音
節
の
発
音

部
分
の
口
と
舌
の
位
置
は
、
日

本
語
の
ま
ま
で
固
ま
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
、
音
も
リ
ズ
ム

も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ネ
イ

テ
ィ
ブ
は
そ
れ
ま
で
の
文
脈
か

ら
「Chocolate

」
だ
な
？
と

理
解
し
て
く
れ
る
た
め
に
聞
き

返
さ
れ
る
場
合
は
少
な
い
の

で
、
間
違
っ
て
発
音
し
て
い
る

事
に
気
が
付
か
な
い
こ
と
も
多

い
で
し
ょ
う
。
発
音
を
改
善
す

る
た
め
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
辞

書
で
発
音
記
号
を
見
な
が
ら

音
声
を
聞
く
癖
を
つ
け
る
の

が
一
番
で
す
。「Cocoa

」
も

又
、
カ
タ
カ
ナ
の
コ
コ
ア
と
は

か
け
離
れ
た
発
音
で
す
。Hot 

Chocolate

とCocoa

の
発
音

の
コ
ツ
を
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
先
の

動
画
で
解
説
し
ま
し
た
の
で
、

練
習
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。 

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com

Hot Chocolate

とCocoa

の
発
音

29

　

本
紙
連
載
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」

シ
リ
ー
ズ
で
お
馴
染
み
の
作
家
、
岡
田
光

世
さ
ん
が
日
本
時
間
12
月
９
日
（
土
）
午

後
６
時
か
ら
、
東
京
の
池
袋
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
、「
コ
ロ
ナ
よ
、
さ
よ

う
な
ら
。
人
と
つ
な
が
る
喜
び
を
、
も
う

一
度
〜
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
を
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
で
」
と
題
し
た
講
演
を
行
う
。

　

岡
田
さ
ん
は
、
見
知
ら
ぬ
人
と
心
が
触

れ
合
う
瞬
間
を
「
魔
法
」
と
呼
ぶ
。
長
年
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮
ら
し
て
き
た
が
、
こ

の
夏
、
訪
れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

衝
撃
的
だ
っ
た
と
い
う
。
人
気
都
市
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
魅
力

と
そ
の
今
を
、
本
人
撮
影
の
写
真
や
動
画

を
紹
介
し
な
が
ら
、
数
々
の
印
象
的
な
出

会
い
と
と
も
に
語
る
。
旅
先
や
日
本
で
人

と
言
葉
を
交
わ
し
、
安
全
に
な
か
よ
く
な

る
方
法
、
人
生
を
楽
し
む
コ
ツ
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
語
る
。

　

会
場
で
の
対
面
だ
け
で
な
く
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
参
加
で
き
る
。
後
日
、
期
間
限

定
で
見
逃
し
配
信
も
あ
る
。
申
し
込
み
は

岡
田
さ
ん
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://

okadam
itsuyo.

com

）
ま
た
は
下

記
リ
ン
ク
（
池
袋

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
レ
ッ
ジ
）
ま
で
。

　外務省は、より細やかで丁寧な領事サービ
スの提供を目指し、マナーの向上・改善など
に取り組んでおり、その一環として20日から
12月３日まで、アンケート調査を実施している。
　過去１年の間に、旅券や証明の申請、戸籍
の届出、領事窓口や電話等での各種相談・照

会等をした際の在外公館の業務処理状況やマ
ナー（言葉遣い、接客態度）等について、意
見、感想を求めている。所要時間は５分ほど。
アンケートはウェブサイト
h t t p s : // w w w . e n q u e t e - w e b . c o m /
MOFA_2023/?city=62&code=301H から。

海外滞在中の邦人へ向けアンケート

https://cul.7cn.co.jp/programs/program_1006606.html?shishaId=1001&fbclid=IwAR1xoeTHdkaEVLOl9RWgih2XcUQr1mExhQ5J1C9g4I-Y2NxEoUHl-K_Ca1k

岡田さん東京で講演会
「NYの魔法をサンフランシスコで」

　

Ｃ
Ａ
や
地
上
勤
務
、
営
業
な

ど
、
か
つ
て
世
界
の
ど
こ
か
で

Ａ
Ｎ
Ａ
の
職
員
と
し
て
勤
務
し

た
経
験
の
あ
る
Ｎ
Ｙ
在
住
の
女

性
で
構
成
さ
れ
た
「
Ａ
Ｎ
Ａ 

Ｎ
Ｙ 

Ｏ
Ｇ
会
」
は
12
月
16
日

（
日
）
正
午
か
ら
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
（
場
所
は

未
定
）
で
２
０
２
３
年
度
昼
食

会
を
開
催
す
る
。
い
つ
、
ど
こ

で
、
ど
ん
な
職
種
で
勤
務
し
た

か
に
関
わ
ら
ず
、
少
し
で
も
Ａ

Ｎ
Ａ
で
働
い
た
こ
と
が
あ
る
女

性
な
ら
誰
で
も
歓
迎
。

　

会
費
は
70
ド
ル
。
参
加
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー
ルas@you-ingtravel.com

（
島
崎
厚
美
さ
ん
）
ま
で
。

ＡＮＡのＯＧ
集まれ！

12 月にＮＹで昼食会開催

真
の
勇
気
を
も
つ

自
ら
の
道
は

自
ら
切
り
ひ
ら
く

　

仕
事
を
正
し
く
進
め
て
い
く

た
め
に
は
勇
気
が
必
要
で
す
。

ふ
だ
ん
私
た
ち
は
、
周
囲
の
人

か
ら
嫌
わ
れ
ま
い
と
し
て
、
言

　

私
た
ち
の
将
来
は
誰
が
保
証

し
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
た
と
え
今
、
会
社
の
業

う
べ
き
こ
と
を
は
っ
き
り
言
わ

な
か
っ
た
り
、
正
し
い
こ
と
を

正
し
く
貫
け
な
か
っ
た
り
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。

績
が
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
現
在
の
姿
は
過

去
の
努
力
の
結
果
で
あ
っ
て
、

17

　

仕
事
を
誤
り
な
く
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
要
所
要
所
で
正

し
い
決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
決
断
の
場
面

で
は
、
勇
気
と
い
う
も
の
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

こ
で
の
勇
気
と
は
蛮
勇
、
つ
ま

り
粗
野
で
豪
傑
と
言
わ
れ
る
人

の
も
っ
て
い
る
勇
気
と
は
違
い

ま
す
。

　

真
の
勇
気
と
は
、
自
ら
の
信

念
を
貫
き
な
が
ら
も
、
節
度
が

あ
り
、
怖
さ
を
知
っ
た
人
、
つ

ま
り
ビ
ビ
リ
を
も
っ
た
人
が
場

数
を
踏
む
こ
と
に
よ
っ
て
身
に

つ
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

将
来
が
ど
う
な
る
か
は
誰
に
も

予
測
で
き
な
い
の
で
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
、
す
ば
ら

し
い
会
社
に
し
て
い
く
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
・
立
ち
場
で

自
分
た
ち
の
果
た
す
べ
き
役
割

を
精
一
杯
や
り
遂
げ
て
い
く
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
と
い
う
考
え
方
で
人
に
頼
っ

た
り
、
人
に
し
て
も
ら
う
こ
と

を
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
ま

ず
自
分
自
身
の
果
す
べ
き
役
割

を
認
識
し
、
自
ら
努
力
し
て
や

り
遂
げ
る
と
い
う
姿
勢
を
も
た

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク

 www.seishinjukuny.org

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://www.rostamilaw.com
http://myriverside.net/home
http://okadamitsuyo.com
https://cul.7cn.co.jp/programs/program_1006606.html?shishaId=1001&fbclid=IwAR1xoeTHdkaEVLOl9RWgih2XcUQr1mExhQ5J1C9g4I-Y2NxEoUHl-K_Ca1k
mailto:as@you-ingtravel.com
mailto:as@you-ingtravel.com
mailto:as@you-ingtravel.com
mailto:as@you-ingtravel.com
http://www.seishinjukuny.org
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米
国
ビ
ザ
の
種
類
と
そ
の
選
択

クイックUSA

し
た
研
究
者
や
高
度
な
研
究
職

に
従
事
す
る
人
々
に
と
っ
て
、

雇
用
者
の
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ

を
必
要
と
し
な
い
魅
力
的
な
オ

プ
シ
ョ
ン
で
す
。

　

米
国
で
の
事
業
展
開
や
駐
在

を
計
画
し
て
い
る
日
本
企
業
に

と
っ
て
は
、
Ｅ
ビ
ザ
や
Ｌ
ビ
ザ

が
一
般
的
な
選
択
肢
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
企
業
の
国

際
的
な
移
動
や
拡
大
を
容
易
に

す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る

ビ
ザ
で
す
。

　

ビ
ザ
の
取
得
は
か
つ
て
も
今

も
、
米
国
で
の
就
労
を
希
望
す

る
際
の
最
初
で
あ
り
、
且
つ
最

も
大
き
な
障
壁
で
あ
り
ま
す
。

２
０
０
０
年
代
前
半
に
は
、
Ｈ

１
Ｂ
ビ
ザ
が
今
日
の
よ
う
な
抽

選
制
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
思

い
出
さ
れ
る
方
も
多
い
で
し
ょ

155

う
。
Ｉ
Ｔ
業
界
の
台
頭
な
ど
に

よ
り
、
現
在
で
は
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ

は
毎
年
４
月
１
日
に
上
限
に
達

し
、
そ
の
後
は
抽
選
に
よ
っ
て

選
ば
れ
る
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
７
月
時
点
で
Ｈ

１
Ｂ
ビ
ザ
の
取
得
件
数
が
多
い

企
業
ト
ッ
プ
10
を
以
下
に
示
し

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
主
に
Ｉ
Ｔ

企
業
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

・Am
azon.com

 Services 
LLC: 

８
０
６
５
8
人

・Cognizant Technology 
Solutions US Corp: 

５
５
０
４
人

・TATA Consultant SVCS 
Ltd: 

５
１
６
９
人

・Infosys Limited: 

４
６
９
９

人

・Google LLC: 

４
０
４
３
人

・M
icrosoft Corporation: 

３
５
４
７
人

・Apple Inc: 

２
９
５
６
人

・M
eta Platform

s Inc: 

２
６
２
８
人

・JPM
organ Chase Co: 

２
２
７
８
人

・Deloitte Consulting LLP: 

２
１
６
０
人

　

２
０
２
５
会
計
年
度
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
・
イ
ミ
グ
ラ
ン
ト
・

ビ
ザ
（
Ｄ
Ｖ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

一
般
に
「
米
国
永
住
権
抽
選
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
知
ら
れ
る

申
請
期
間
が
先
日
11
月
７
日
に

終
了
し
ま
し
た
。
前
年
度
の

２
０
２
４
年
度
に
は
２
０
０
人

の
日
本
人
応
募
者
が
当
選
し
ま

し
た
が
、
当
選
率
は
１
％
未
満

で
あ
り
、
毎
年
３
万
か
ら
５
万

人
が
応
募
し
て
い
る
と
の
統
計

が
あ
り
ま
す
。

　

広
く
認
知
さ
れ
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
Ｅ
Ｂ
１
ビ
ザ
と
い
う
特

別
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
し
、

こ
れ
は
特
殊
技
能
を
持
つ
個
人

が
自
身
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
取
得
で
き

る
道
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ

の
道
は
特
に
、
博
士
号
を
取
得

　

米
国
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ザ

カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
、
異
な
る

目
的
や
資
格
に
合
わ
せ
て
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
は
そ
の

中
の
い
く
つ
か
の
例
で
す
。

Ａ
：
外
交
・
公
用
ビ
ザ

Ｂ
１
：
短
期
出
張
・
商
用
ビ
ザ

Ｂ
２
：
短
期
観
光
ビ
ザ

Ｃ
：
通
過
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
ビ

ザ

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ
チ
：

日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
刊
は
、

ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　コロナによるパンデミックを経て、アメリカでは出社と自宅勤務のハイブリッドを容認し、職場のHot Desking
を採用する会社が増えてきました。Hot Desking とは職場で席を共有するシステムの一つで、職場に着いてから席
が決まるため、その時々で席が変わる状況を意味します。（米海軍の艦船では少ない数のベッドを回しあうので、
前に使っていた人の体温が残ってHotだというのが言葉の起源だそうです） 日本ではフリーアドレスと呼ぶことが
あるそうですが、アメリカでは通じないでしょう。

　Hot Deskingはスペース賃借費を節約することができるので、会社のコスト削減に大きな効果があります。しかし、自分の席が定まらな
いことで、社員の働き方も変わります。たまたま座った席で、コンピュータだけで仕事するのです。以前は自分の机の周りにあった書類
や文房具それに家族の写真は、どこに置くのでしょうか？　書類・資料には基本的にデジタルでアクセスするのでそれにも慣れないとい
けません。
　職場の人間関係も変わります。Hot Desking では誰がそばに座るかは分かりません。もっとも、これは新しい人間関係を作るきっかけ
になるとか、上司とも固定的な関係ではなく、もっと柔軟なコミュニケーションが取れるという肯定的な面もあります。とはいえ、Hot 
Deskingではチームでの協力が難しいという面もあるでしょう。それを解決するためOffi  ce Hotelingという共有システムが開発されました。
これは、自分が座る席をホテルの部屋を予約するように、事前にアプリで予約するシステムで、必要に応じて業務の仲間同士がそばに座
ることを可能にします。
　アメリカでも日本でも、ハイブリッド勤務はこれからも広がるでしょう。会社は、スペースの削減を考慮する上で、Hot Desking と
Offi  ce Hoteling を上手に使ってコストの削減と社員の満足・仕事の効率化を図る必要があるようです。（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Hot Desking.   席が固定しない職場（フリーアドレス）
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日
本
航
空
は
15
日
、
旅
行
会

社
を
対
象
と
し
た
同
社
20
年
ぶ

り
の
国
際
線
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ

と
な
る
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
５
０̶

１
０
０
０
型
機
の
説
明
会
を
日

本
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
95
人
が
参

加
し
た
。
同
機
種
は
当
初
11
月

下
旬
就
航
予
定
だ
っ
た
が
、
客

室
内
一
部
の
追
加
作
業
が
発
生

し
た
た
め
、
近
く
就
航
で
き
る

よ
う
準
備
が
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。
日
本
航
空
か
ら

は
就
航
後
に
顧
客
む
け
の
説
明

会
も
別
途
開
催
し
た
い
と
の
意

向
が
示
さ
れ
た
。

　

説
明
会
で
は
、
前
澤
信
米
州

地
区
支
配
人
、
新
谷
浩
一
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
が
ホ
ス
ト
役

と
し
て
来
客
に
挨
拶
し
、
日
本

政
府
観
光
局
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

鈴
木
駿
介
氏
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
回
復
状
況
な
ど
に
つ
い
て
グ

ラ
フ
を
用
い
て
解
説
し
た
＝
写

真
下
＝
。
そ
の
あ
と
、
旅
客
部

門
地
域
担
当
副
社
長
の
マ
イ
ヤ

ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
氏
が
日
本

航
空
の
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ

ィ
国
際
空
港
で
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

８
へ
の
移
転
、
新
型
機
種
エ
ア

バ
ス
Ａ
３
５
０̶

１
０
０
０
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

完
全
刷
新
と
な
る
シ
ー
ト

は
、
１
便
で
６
席
だ
け
の
扉
付

き
個
室
座
席
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ク

ラ
ス
、
前
後
間
隔
を
十
分
に
確

保
し
た
54
席
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ

ス
、
電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機

能
を
備
え
た
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
、
前
後
空
間
の

広
い
快
適
空
間
に
磨
き
を
か
け

た
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の
新
型

座
席
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
解

説
し
た
。

　

会
場
に
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
Ｎ
Ｙ
便

国
際
線
就
航
以
来
、
日
本
食
の

機
内
食
を
手
が
け
て
い
る
レ
ス

ト
ラ
ン
日
本
の
機
内
食
の
見
本

が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
１
月
か

ら
機
内
ア
ラ
カ
ル
ト
メ
ニ
ュ
ー

で
提
供
さ
れ
る
同
店
人
気
の

「
松
井
カ
レ
ー
」
も
会
場
で
来

場
者
に
振
る
舞
わ
れ
た
。

新
型
機
説
明
会
開
く

Ｊ
Ａ
Ｌ
が
旅
行
会
社
対
象
に

Ｄ
：
ク
ル
ー
ビ
ザ

Ｅ
１
：
貿
易
駐
在
員
ビ
ザ

Ｅ
２
：
投
資
家
・
駐
在
員
ビ
ザ

Ｆ
：
学
生
ビ
ザ

Ｇ
：
国
際
機
関
ビ
ザ

Ｈ
：
就
労
ビ
ザ

Ｉ
：
報
道
関
係
者
ビ
ザ

Ｊ
：
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
研

修
ビ
ザ
）

　

こ
れ
ら
以
外
に
も
さ
ま
ざ

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
（
三
浦
聡
所
長
）
は
20

日
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ)

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
経
済
開
発
公
社
（
Ｙ
Ｖ
Ｃ
Ｅ

Ｄ
Ｃ)

と
協
力
関
係
促
進
強
化

を
柱
と
し
た
覚
え
書
き
（
Ｍ
Ｏ

Ｃ)
を
締
結
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
関

係
強
化
、
経
済
発
展
に
向
け
た

協
力
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。

　

北
米
ジ
ェ
ト
ロ
は
、
グ
ラ
ス

ジェトロNY事務所
NY市と協力関係
覚え書きに署名

ル
ー
ツ
事
業
と
し
て
、
米
国
の

自
治
体
を
始
め
と
し
た
各
地
域

の
要
路
と
の
関
係
構
築
・
強
化

を
進
め
て
い
る
が
、
本
事
業
も

そ
の
一
環
と
な
る
。
ジ
ェ
ト
ロ

Ｎ
Ｙ
事
務
所
が
書
面
で
の
同
市

経
済
開
発
局
と
の
協
力
を
署
名

交
換
す
る
の
は
初
め
て
。
内
容

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
全
般
に
か
か
る

情
報
交
換
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
・
ネ
ー
ビ
ー
ヤ
ー
ド

に
お
い
て
開
発
中
の
テ
ッ
ク
ハ

ブ
や
同
公
社
が
運
営
す
る
施
設

に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

視
察
の
実
施
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
協
力
を
始
め
包
括
的
な

も
の
を
目
指
し
て
い
る
。
当
日

は
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
ォ
ー
カ
ー

Ｊ
Ｓ
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
三

浦
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
所
長
、
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
・
キ
ン
ボ
ー
ル
Ｎ
Ｙ

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
局
長
が
そ
れ
ぞ
れ
覚

書
に
署
名
し
た
。

ま
な
ビ
ザ
の
種
類
が
あ
る
の

で
、HR Linqs

「
ビ
ザ
の
種
類
」

(https://www.hrlinqs.com/
post/variousvisas)

に
て
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

榊
原
将　

HR Linqs, Inc. President
www.919usa.com

覚え書きに署名するキンボール局長（左）と三浦所長

前
澤
米
州
地
区
支
配
人
（
右
）
と
新
谷
Ｎ
Ｙ
支
店
長

https://hls-global.com
https://www.hondag.com
tel:2122136069
tel:2122136069
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.hrlinqs.com/post/variousvisas


2023年（令和 5年）11月 25日（土） ［総　合］　　（8）

43

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ス
ー
プ

か
に
と
胡
瓜
の
海
苔
つ
つ
み

オ
ニ
オ
ン
ス
ー
プ

き
ん
き
の
煮
つ
け

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
料
理
は
食
べ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン

ビ
ア
料
理
店
に
ご
招
待
い
た
だ

き
、
そ
の
と
き
食
べ
た
ス
ー
プ

が
こ
れ
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
、
コ
ク
の
あ
る
美

味
し
い
ス
ー
プ
に
や
み
つ
き
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
な
ん
と
か
こ
の
味
を
作
り

た
い
と
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
料
理
を

学
び
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル
の
ス

ー
プ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

パ
ク
チ
ー
は
最
も
苦
手
と
す
る

野
菜
で
し
た
が
、
世
界
各
国
の

研
究
所
で
パ
ク
チ
ー
の
研
究
さ

れ
て
い
る
の
を
知
り
、
パ
ク
チ

ー
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
り
ま

し
た
。
と
い
う
よ
り
こ
の
ス
ー

プ
で
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

エ
ジ
プ
ト
の
研
究
に
よ
る
と

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
な
ど
肝
毒
性

を
弱
め
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
研

究
で
は
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
、
セ

レ
ウ
ス
キ
ン
菌
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ(

ブ

　

高
級
魚
の
き
ん
き
も
ク
ッ
ク

膳
な
ら
焦
が
す
心
配
も
な
く
、

電
子
レ
ン
ジ
で
4
分
！
！

お
鍋
で
煮
る
の
に
比
べ
て
調
味

料
が
少
な
く
、
煮
崩
れ
の
心
配

が
な
く
、
お
魚
に
味
が
し
っ
か

り
と
染
み
込
ん
だ
美
味
し
い
煮

魚
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

き
ん
き
以
外
の
お
魚
で
も
大
丈

夫
。

【
作
り
方
】

　

き
ん
き
は
さ
っ
と
水
洗
い
を

　

お
酒
の
肴
に
ぴ
っ
た
り
の
簡

単
料
理
で
す
。
胡
瓜
は
新
鮮
な

も
の
を
選
び
、
必
ず
種
の
部
分

を
切
り
取
り
、　

パ
リ
パ
リ
の

海
苔
で
包
む
こ
と
で
歯
ご
た
え

が
よ
く
よ
り
お
い
し
く
い
た
だ

け
ま
す
。

【
作
り
方
】

　

中
心
部
の
種
を
包
丁
で
取
り

除
き
、
３
セ
ン
チ
に
切
り
、
さ

ら
に
棒
状
に
切
る
。

２
．
小
さ
め
の
ボ
ウ
ル
に
カ
ニ

の
身
を
ほ
ぐ
し
て
入
れ
、
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
を
少
々
。
醤
油
数
滴　

加
え
て
混
ぜ
る
。

３
．
海
苔
は
半
分
に
折
り
、
さ

ら
に
半
分
に
折
っ
て
か
ら
３
等

分
に
切
り
ま
す
。

４
．
海
苔
の
上
に
②
の
カ
ニ
の

身
、
①
の
胡
瓜
を
お
い
て
包
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
美
味
し
い
お
料
理
総
集
編

　

今
月
は
、
本
紙
「
ア
ー
ト
ク

ッ
キ
ン
グ
」
で
お
馴
染
み
の
料

理
研
究
家
、
千
葉
真
知
子
さ
ん

に
、
今
年
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
料
理
の
中
か
ら
特
に
読
者
の

反
響
が
大
き
か
っ
た
人
気
レ
シ

牛肉塊 ................600ｇ　
一部骨付き
にんにく ................1片
パクチー ................1束
（根 4本から 5本分）
玉葱 ........................1個

きんき ...........1尾（約 250g）
しょうがスライス ..........５枚
 
A しょうゆ ...............大さじ 3

かにの身 ...............1/2カップ
胡瓜 .................................２本　　
海苔 .................................適宜　
マヨネーズ .....................少々

玉ねぎ .........................大 3個
にんにく ..........................4片
水 .............................. 3カップ
赤ワイン .................６０ｃｃ
バター .............................. 40g
固形スープ ......................1個
塩、胡椒 .....................各少々
プロセスチーズ ..............適宜

【材料】　

【材料】　

【材料】　
【材料】　

ピ
の
総
集
編
を
お
届
け
し
ま

す
。
千
葉
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
カ
リ
ナ
リ
ー
料
理
学
校
、
ウ

イ
リ
ア
ム
ソ
ノ
マ
、
パ
リ
の
名

門
料
理
学
校
ル
・
コ
ル
ド
ン
ブ

ル
ー
本
校
を
は
じ
め
、
イ
ギ
リ

ス
、
シ
カ
ゴ
の
コ
ル
ド
ン
ブ
ル

ー
料
理
学
校
で
も
講
師
を
務

め
、
開
発
を
手
掛
け
た
電
子
レ

ン
ジ
調
理
鍋
「
ク
ッ
ク
膳
」
は

経
済
産
業
省
大
賞
受
賞
、現
在
、

電
子
レ
ン
ジ
だ
け
が
唯
一
の
調

理
器
具
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
全
米
の
大
学
寮
に
販
売
展
開

中
と
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ウ
球
菌)

の
増
殖
を
抑
制
す

る
。

イ
ン
ド
の
研
究
で
は
肝
臓
を
保

護
し
て
、
肝
臓
に
た
ま
っ
た
脂

肪
を
減
ら
す
。
心
筋
梗
塞
な
ど

で
傷
つ
い
た
心
臓
の
筋
肉
を
修

料理研究家
千葉真知子さん

復
す
る
な
ど
の
効
用
が
あ
る
と

さ
れ
ま
す
。

【
作
り
方
】

１
． 

大
蒜
は
皮
を
む
い
て
1

片
半
分
に
切
る
。

２
． 

パ
ク
チ
ー
は
洗
っ
て
３

セ
ン
チ
に
切
る
。
根
の
部
分
も

洗
う
。

３
． 

人
参
は
皮
を
む
い
て
半

分
に
し
、
さ
ら
に
4
つ
割
り
に

切
る
。

４
． 

じ
ゃ
が
芋
は
皮
を
む
い

て
半
分
に
切
る
。

５
． 

鍋
に
水
を
入
れ
て
①
の

大
蒜
、
②
の
パ
ク
チ
ー
、
根
の

部
分
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
牛

肉
を
５
セ
ン
チ
ほ
ど
に
切
っ
て

加
え
て
約
40
分
、
牛
肉
が
柔
ら

か
く
な
る
ま
で
煮
る
。
途
中
、

塩
、
胡
椒
を
加
え
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
ニ
ン
ジ
ン
を
加
え
て
さ
ら

に
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

人参 ........................1本
じゃが芋 ................3個
塩 ...........................小３
胡椒 .......................小１
水 .................... 5カップ
オリーブオイル ....大２

みりん ......................大さじ 2
酒 ..............................大さじ 2
砂糖  .........................大さじ 1

　

玉
ね
ぎ
は
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
ル

シ
ウ
ム
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
は
じ
め

豊
富
な
栄
養
を
含
む
野
菜
で

３
．
バ
タ
ー
30
グ
ラ
ム
を
鍋
に

入
れ
て
溶
か
し
、
に
ん
に
く
を

炒
め
、
玉
ね
ぎ
を
加
え
て
玉
ね

ぎ
が
き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で
中

火
で
炒
め
る
。
途
中
で
残
り
の

バ
タ
ー
を
加
え
て
さ
ら
に
炒
め

る
。

４
．
玉
ね
ぎ
が
き
つ
ね
色
に
な

り
、
と
ろ
け
る
よ
う
な
状
態
に

な
り
ま
し
た
ら
、
水
、
ワ
イ
ン

を
入
れ
て
ゆ
っ
く
り
煮
る
。
固

形
ス
ー
プ
、
塩
、
胡
椒
を
加
え

て
さ
ら
に
煮
る
。

５
．
コ
コ
ッ
ト
型
に
オ
ニ
オ
ン

ス
ー
プ
を
入
れ
て
、
上
に
チ
ー

ズ
を
の
せ
て
オ
ー
ブ
ン
約
7
分

ま
た
は
電
子
レ
ン
ジ
で
約
1

分
、
チ
ー
ズ
が
溶
け
る
ま
で
加

熱
を
す
る
。

し
、
う
ろ
こ
を
包
丁
で
取
り
除

く
。
2　

ク
ッ
ク
膳
が
あ
れ
ば
、
１

の
き
ん
き
と
し
ょ
う
が
ス
ラ
イ

ス
、
Ａ
の
調
味
料
を
入
れ
て
、

中
蓋
を[

閉
め
る
﹈
の
位
置
に

セ
ッ
ト
し
、
外
蓋
を
し
て
電
子

レ
ン
ジ
で
4
分
加
熱
す
る
。
通

常
の
お
鍋
で
煮
る
場
合
は
、
平

鍋
で
具
合
を
見
な
が
ら
調
理

を
。

す
。
疲
労
回
復
、
食
欲
増
進
、

動
脈
硬
化
予
防
な
ど
体
調
を
整

え
る
作
用
が
あ
り
、
血
行
を
良

く
し
て
体
を
温
め
る
働
き
も
あ

り
ま
す
の
で
、
風
邪
や
体
調
が

す
ぐ
れ
な
い
と
き
に
は
お
勧
め

の
ス
ー
プ
で
す
。

【
作
り
方
】
１
．
玉
ね
ぎ
は
皮

を
む
い
て
半
分
に
切
り
、
ス
ラ

イ
ス
す
る
。

２
．
に
ん
に
く
は
粗
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
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　今回ご紹介するのはManhattan Avenue に新しくオープンした四川料理の
Breeze です。クリーンな木目調の店内でとても本格的な四川料理を楽しむこと
ができます。おしゃれな雰囲気だけで終わってしまうお店も多い中、Brooklyn
でこんなにおいしい中華が食べられるなんて感激です。接客もピカイチで、流
行らない理由が見つかりません。ドリンクもしっかり強くて、えっと悪いとこ
ろが一つも見つからない。オープンしたばかりですが、これからどんどん有名
店になる予感！それにしても Greenpoint にはここ最近アジア系のお店が増えま
した。ポーランドの文化と相まって、私にとってはすごく落ち着く場所なのです。

　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東
京から NYへ移住。日本食スーパーで社員として働きながら趣味で漫画を描いて
いたら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として本格的に活動を開始。
2023年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！
（Instagram:@Yamamotoinnyc）
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
下
に
あ

る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
・

パ
ー
ク
に
、
美
し
い
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
眺
め

な
が
ら
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
を
楽

し
め
る
リ
ン
ク
が
登
場
し
た
。

　
「
グ
ラ
イ
ド
（Glide

）」
と

名
付
け
ら
れ
た
こ
の
リ
ン
ク

は
、
バ
ー
ク
レ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

の
親
会
社
で
あ
る
Ｂ
Ｓ
Ｅ
グ
ロ

ー
バ
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
会
社
Ｉ
Ｍ
Ｇ
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
・
パ
ー
ク
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
も
の
で
、

来
年
３
月
１
日
ま
で
毎
日
オ
ー

プ
ン
。
リ
ン
ク
サ
イ
ド
に
は
地

元
飲
食
店
に
よ
る
カ
フ
ェ
も
出

店
し
て
い
る
。
期
間
中
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
に
１
万
２
０
０
０

枚
の
無
料
チ
ケ
ッ
ト
を
提
供

し
、
地
域
社
会
へ
の
還
元
を
図

る
予
定
も
あ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
・
パ
ー
ク
代

表
の
エ
リ
ッ
ク
・
ラ
ン
ド
ー

氏
は
「
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の

下
で
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
は
、

２
０
０
８
年
に
公
園
建
設
が
始

ま
る
以
前
か
ら
の
計
画
の
一
部

で
あ
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　

入
場
料
は
大
人
15
ド
ル
〜
、

ユ
ー
ス
（
２
歳
か
ら
12
歳
）
は

10
ド
ル
〜
、
市
内
在
住
者
割
引

パ
ス
も
あ
る
。
１
セ
ッ
シ
ョ
ン

50
分
。
ス
ケ
ー
ト
靴
レ
ン
タ
ル

は
12
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

glidebk.com/

を
参
照
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の
下

リ
ン
ク
が
オ
ー
プ
ン

　
劇
団
四
季
出
身
、
２
０
１
９

年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
し

た
俳
優
兼
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

小
野
功
司
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
シ

テ
ィ
ー
に
あ
る
Ｍ
Ｇ
Ｍ
ボ
ガ
ー

タ
ホ
テ
ル
で
11
月
24
日
︵
金
︶

か
ら
12
月
24
日
︵
日
︶
ま
で
開

催
さ
れ
る
シ
ョ
ー
﹁
ク
リ
ス
マ

ス
・
イ
ン
・
ザ
・
エ
ア
ー
﹂
に

出
演
す
る
。
小
野
は
、
11
年

間
在
籍
し
た
劇
団
四
季
で
は

数
々
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出

演
、
そ
の
後
Ｎ
Ｙ
に
活
動
拠
点

を
移
し
て
か
ら
も
ア
メ
リ
カ

の
舞
台
に
出
演
。
２
０
２
２

年
に
は
﹁C

huusingura 

〜

47R
onin

〜
﹂
に
て
オ
フ
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
そ

の
ほ
か
に
も
﹁
ピ
ピ
ン
﹂ 

や
﹁
王

様
と
私 

﹂
な
ど
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
で
活
躍
。
ま
た
、
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
も
日
米
で
活

動
。
代
表
作
に
西
野
亮
廣
氏
と

組
ん
だ
﹁
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ

ル
﹂ 

が
あ
る
。
入
場
料
は
18
ド

ル
94
セ
ン
ト
。

ク
リ
ス
マ
ス
公
演

イ
ン
・
ザ
・
エ
ア
ー
に
出
演

小
野
功
司
Ｍ
Ｇ
Ｍ
系
ホ
テ
ル

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
、
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
︶
は
、
12
月
3
日
︵
日
︶
午

後
2
時
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ア

ー
ト
・
デ
ー
を
開
催
す
る
。
参

加
型
の
ア
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
、
教
育
担
当
者
と
一
緒

に
現
在
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ

ィ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
中

の
﹁
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
バ
ウ
ン

ズ
　
フ
ル
ク
サ
ス
と
日
本
人

女
性
芸
術
家
た
ち
﹂
展
で
４

人
の
日
本
人
女
性
作
家
の
作

品
を
鑑
賞
・
対
話
し
、
作
品

か
ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た

自
分
自
身
の
楽
し
い
ア
ー
ト

作
品
を
作
る
。(

推
薦
年
齢
は

５
歳
か
ら
10
歳)

。
参
加
費
一

般
10
ド
ル
／
Ｊ
Ｓ
会
員
5
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
５
８
、

ま

た

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.japansociety.org

詳

細
はhttps://japansociety.

org/even
ts/fam

ily
-art-

d
ay

-in
spiration

-from
-

w
om

en-of-fluxus/

Ｊ
Ｓ
子
供
芸
術
教
室

親
子
で
参
加
を
募
集

https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
tel:2122136069
https://glidebk.com/
https://glidebk.com/
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https://japansociety.org/events/family-art-day-inspiration-from-women-of-fluxus/
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桐
野
夏
生
と
い
え
ば
実
際
の

事
件
を
モ
デ
ル
に
し
た
小
説
を

書
く
小
説
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
私
の
中
で
定
着
し
て
い
る
。

一
流
大
卒
、
一
流
会
社
に
初
の

女
性
総
合
職
で
入
社
し
た
優
秀

な
女
性
が
退
勤
後
は
渋
谷
で
売

春
を
し
て
い
て
殺
害
さ
れ
た

１
９
９
７
年
の
事
件
を
元
に
し

た
『
グ
ロ
テ
ス
ク
』
を
代
表
に

多
数
あ
る
。

　

90
年
代
の
女
性
の
探
偵
、
村

野
ミ
ロ
シ
リ
ー
ズ
や
弁
当
工
場

で
夜
勤
で
働
く
主
婦
４
人
が
死

体
解
体
を
請
け
負
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
『
Ｏ
Ｕ
Ｔ
』
を

読
み
、
想
像
を
超
え
る
展
開
に

ド
キ
ド
キ
さ
せ
ら
れ
て
桐
野
夏

生
フ
ァ
ン
だ
と
公
言
し
て
い

た
。
し
か
し
、
衝
撃
的
な
事
件

の
中
心
人
物
の
心
の
動
き
を
作

家
が
創
り
出
す
世
界
に
つ
い
て

は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
読
ん

だ
方
が
「
事
実
は
小
説
よ
り
奇

な
り
」
を
追
従
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
っ
た
の
で
読
も
う
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

10
月
に
『
日
没
』
が
文
庫
化
さ

れ
、
作
家
の
収
容
所
が
舞
台
だ

と
知
っ
て
表
現
弾
圧
に
興
味
が

あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
彼
女
の
作

品
を
読
ん
だ
。

　

主
人
公
は
エ
ン
タ
メ
作
家
の

マ
ッ
ツ
夢
井
。
性
別
は
女
性
。

あ
る
日
、
総
務
省
の
「
文
化
文

芸
倫
理
向
上
委
員
会
」
と
い
う

機
関
か
ら
召
喚
状
が
彼
女
に
届

く
。
読
者
か
ら
の
提
訴
に
よ
る

も
の
だ
と
い
う
。
作
家
や
ク
リ

エ
ー
タ
ー
が
自
殺
や
心
を
病
み

入
院
し
て
い
る
と
い
う
噂
も
耳

に
入
っ
て
く
る
。
一
度
は
無
視

し
た
が
２
度
目
は
無
視
で
き
な

い
よ
う
に
外
堀
か
ら
埋
め
ら
れ

た
感
が
あ
る
。
指
示
通
り
に
電

車
に
乗
り
、
連
れ
て
い
か
れ
た

の
は
逃
亡
不
可
能
な
断
崖
絶
壁

の
上
に
あ
る
建
物
で
、
療
養
所

と
い
う
名
の
収
容
所
だ
っ
た
。

電
波
もW

i-Fi 

も
な
い
。
灰
色

の
制
服
と
髪
の
毛
は
全
部
中
に

入
れ
る
よ
う
に
と
帽
子
も
渡
さ

れ
た
。
マ
ッ
ツ
は
番
号
で
呼
ば

れ
、
召
喚
さ
れ
た
理
由
が
所
長

か
ら
告
げ
ら
れ
る
。「
マ
ッ
ツ

の
作
品
が
猥
褻
、
不
倫
、
暴
力
、

差
別
、
中
傷
、
体
制
批
判
」。

作
家
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に

従
っ
た
作
品
を
書
け
る
よ
う
に

訓
練
す
る
施
設
が
療
養
所
と
い

う
名
の
収
容
所
な
の
だ
。
と
こ

ろ
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と

現
代
の
日
本
語
で
よ
く
聞
く
が

英
語
由
来
の
言
葉
だ
ろ
う
が
意

味
が
不
明
確
な
の
で
検
索
し
て

み
た
。「
法
令
遵
守
」「
社
会
的

規
範
を
守
る
」。
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
法
が
成
立
し
、
表
現
の
な

か
に
表
れ
る
性
差
別
、
人
種
差

別
な
ど
を
規
制
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
、
ま
ず
は
小
説
を
書
い

て
い
る
作
家
か
ら
ル
ー
ル
を
守

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
。 

マ
ッ
ツ
は
反
論
す
る
。「
小

説
の
中
で
差
別
的
な
人
間
を
描

く
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
違
法

な
の
か
」
所
長
は
即
答
す
る
。

「
違
法
で
す
」
こ
れ
は
現
代
の

ネ
ッ
ト
社
会
に
蔓
延
す
る
自
分

勝
手
な
「
正
義
」
で
は
な
い
か
。

正
論
だ
か
ら
反
論
に
非
常
に
困

る
。
ロ
ジ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

だ
。
そ
う
や
っ
て
人
を
貶
め
て

い
く
。

　

 

マ
ッ
ツ
が
追
い
詰
め
ら
れ

る
シ
ー
ン
の
中
で
何
よ
り
も
粗

末
で
悲
壮
感
溢
れ
る
収
容
所
の

毎
日
の
食
事
の
描
写
が
恐
ろ
し

か
っ
た
。
臭
い
が
脳
内
に
溢
れ

て
吐
き
気
が
し
た
。
彼
女
が
ス

マ
ホ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
の
残
量
を

心
の
拠
り
所
に
し
て
い
る
の
も

共
感
し
か
な
い
。
ゼ
ロ
に
な
っ

た
ら
世
界
と
の
繋
が
り
が
断
絶

と
い
う
絶
望
感
。 

マ
ッ
ツ
は

一
体
ど
う
な
る
の
か
、
ハ
ラ
ハ

ラ
ド
キ
ド
キ
の
展
開
だ
っ
た
。

　

作
家
の
表
現
の
自
由
が
奪
わ

れ
て
、
言
論
弾
圧
の
社
会
。
そ

れ
で
は
需
要
側
の
自
分
の
立
場

を
考
え
る
。
殺
人
や
暴
力
を
ネ

タ
に
し
た
小
説
や
映
画
を
求
め

る
我
々
も
矯
正
の
た
め
施
設
に

送
ら
れ
る
、
そ
ん
な
日
が
来
る

の
か
。
社
会
派
や
ミ
ス
テ
リ
作

家
と
い
う
肩
書
き
を
つ
け
ら
れ

る
の
が
嫌
い
だ
と
記
事
で
読
ん

だ
が
、
時
が
経
つ
の
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
る
読
ま
せ
る
作
家
で

あ
る
。
や
は
り
桐
野
夏
生
は
す

ご
か
っ
た
。　
　
　
（
山
河
藍
）

小説の世界だけであって欲しい物語
桐野 夏生・著
 岩波文庫・刊

■ふたつの時間、ふたりの自分（柚月裕子、文春文庫）引っ
越しを繰り返した孤独な幼少期、数少ない友達は両親が与
えてくれた物語の世界だった。人気作家・柚月裕子の作
家生活15周年を記念した文庫オリジナル。2008年の作
家デビューから現在までの軌跡を辿る、笑いと涙あふれる
エッセイ集。装画は人気バンド、グレイのTERUが担当。
■いのちのパレード　新装版（恩田陸、実業之日本社文
庫）指や手の形をした巨岩があちこちから生える奇妙な村
に妻と私はやって来た（「観光旅行」）。恩田ワールドの原
点「異色作家短篇集」へのオマージュ。新装版刊行にあた
り、書評家・杉江松恋が解説「パレードは世界の果てまで
も」を寄稿。小説のあらゆるジャンルに越境する、バラエ
ティに富んだ15篇の短編集。■「国境なき医師団」の僕
が世界一過酷な場所で見つけた金の次に大事なこと（村田
慎二郎、サンマーク出版）人生でもっとも大切な「命の使
い方」とは？スーダン、シリア、イラクなどで人道支援の
現場を10年経験し、ハーバード大学大学院で学んだ国境
なき医師団 日本の事務局長である村田氏が伝えたいこと。
■平家物語１（古川日出男、河出文庫）混迷を深める政治、
相次ぐ災害、そして戦争へ。栄華を極める平清盛を中心に
展開する諸行無常のエンターテインメント巨篇の完全新
訳。貴族、武士、大悪僧たちが入り乱れながら、時代の変
革期の動乱・源平合戦の幕が開く。文庫オリジナル「後白河抄」も収録した、
河出文庫の古典新訳。■君が手にするはずだった黄金について（小川哲、新
潮社）青山の占い師、80億円を動かすトレーダー、ロレックス・デイトナ
を巻く漫画家。著者自身を彷彿とさせる「僕」が、怪しげな人物たちと遭遇
する6つの連作短篇集。彼らはどこまで嘘をついているのか。直木賞作家が、
成功と承認を渇望する人々の虚実を描く。■ひゃっか！（今村翔吾、ハルキ
文庫）2人1組でエントリーし、即興で花をいける5分の勝負。高校2年の
春乃はこの大会に惹かれて出場を目指していたが、生け花は高校生にとって
敷居が高く、パートナーが見つからない。そんな春乃の前にある転校生が現
れる。高校生たちの花にかける純粋な思いが煌めく青春小説。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

柚
月
裕
子
の
15
周
年
記
念
エ
ッ
セ
イ
集
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
と
奇
想
に
富
ん
だ
幻
想
短
篇
。

人
生
で
も
っ
と
も
大
切
な
「
命
の
使
い
方
」。
平
家
物
語
の
古
典
新
訳
版
。
成
功
と
承
認

を
渇
望
す
る
人
々
の
虚
実
を
描
く
。
花
に
か
け
る
純
粋
な
思
い
が
煌
め
く
青
春
小
説
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

あ
る
日
、
女
の
子
は
学
校
で

不
思
議
な
本
を
見
つ
け
ま
す
。

壁
の
高
い
位
置
に
た
っ
た
一
冊

の
本
が
置
け
る
だ
け
の
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
表
紙
に
王
冠
が
描

か
れ
た
立
派
な
本
が
飾
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
先
生
が
女

の
子
と
同
じ
く
ら
い
の
年
の
と

き
に
、
祖
母
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
本
な
の
だ
そ
う
。
女
の

子
は
本
を
借
り
て
帰
り
ま
し
た

が
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
み
る

と
絵
が
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で

言
葉
が
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ

ん
。が
っ
か
り
し
て
い
る
と「
言

葉
を
想
像
し
て
ご
ら
ん
。
物
語

を
想
像
し
て
ご
ら
ん
」
と
い
う

さ
さ
や
き
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
女
の
子
は
絵
だ
け
を
頼
り

に
、
言
葉
を
想
像
し
、
物
語
を

想
像
し
始
め
る
の
で
し
た
。

　

本
書
は
コ
ル
デ
コ
ッ
ト
オ
ナ

ー
賞
に
２
度
も
輝
い
た
画
家
、

パ
メ
ラ
・
ザ
ガ
レ
ン
ス
キ
ー
の

作
家
デ
ビ
ュ
ー
作
。
想
像
力
を

刺
激
さ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
幻

想
的
な
挿
絵
と
と
も
に
展
開
す

る
。「
自
分
だ
け
の
物
語
」
を

つ
く
っ
て
み
た
く
な
る
、
子
供

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
本
。

日
本
語
で
読
む
な
ら
『
わ
た
し

だ
け
の
も
の
が
た
り
』。（
高
田
）

想
像
力
を
羽
ば
た
か
せ
る
不
思
議
な
本

 『The Whisper』
Written by Pamela Zagarenski　　
Published by Clarion Books

mailto:kyoko5japan@gmail.com
tel:2122136069
https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/


（11）　　 ［NY生活ウーマン］ 2023年（令和 5年）11月 25日（土）

30
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
が
美

し
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩

ら
れ
始
め
る
こ
の
季
節
。
早
い

も
の
で
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
は
、
一

年
間
頑
張
っ
た
自
分
を
労
わ
る

自
分
へ
の
ギ
フ
ト
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
で
し
ょ
う

か
？
ス
キ
ン
デ
ィ
ー
プ
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
、
特
別
な
季
節
の

ギ
フ
ト
と
し
て
、
毎
年
恒
例
の

ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー
限
定
の

お
得
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
人
気
の
あ
る
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
が
最
大
70
％
オ
フ
。
気
に
な

る
治
療
を
モ
ニ
タ
ー
価
格
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
目
的
に
合
わ
せ
て

３
種
類
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
①Facial Rejuvenation 

Package

（
美
肌
＆
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
）
２
４
９
９
ド
ル

（
３
９
０
０
ド
ル
相
当
） 

マ
イ

ク
ロ
ニ
ー
ド
リ
ン
グ
・
ウ
ル
セ

ラ
ピ
ー
（
顔
上
下
）・
ハ
イ
ド

ラ
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
・
ク
リ
ア
リ

フ
ト
。
３
種
類
の
美
肌
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
と
強
力
な
医
療
ハ
イ

フ
（HIFU

）
の
組
み
合
わ
せ

で
す
。
ま
ず
は
お
肌
の
調
子

を
き
ち
ん
と
整
え
、
最
後
の

ハ
イ
フ
で
お
顔
を
グ
ッ
と
引

き
上
げ
ま
す
。
②Youthful 

Face Trio

（
お
顔
の
若
返
り
）

１
１
０
０
ド
ル (

２
７
０
０
ド

ル
相
当)

ボ
ト
ッ
ク
ス 

・
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
注
入 

・
ス
レ
ッ
ド

リ
フ
ト (

６
本)

。
こ
ち
ら
は

す
ぐ
に
効
果
が
期
待
で
き
る
定

番
の
治
療
で
す
。
シ
ワ
だ
け

で
な
く
、
小
顔
や
輪
郭
の
形

成
、
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
糸
リ
フ
ト
と
の
組

み
合
わ
せ
で
完
璧
な
見
た
目

を
作
り
上
げ
ま
す
。
③Hair 

Restoration

（PRP

毛
髪
再

生
療
法
）２
０
０
ド
ル（
９
５
０

ド
ル
相
当
）
薄
毛
治
療
で
人
気

が
高
ま
っ
て
い
る
Ｐ
Ｒ
Ｐ
。
気

に
な
る
箇
所
に
注
入
す
る
こ
と

で
、
頭
皮
の
内
側
で
さ
ま
ざ
ま

な
成
長
因
子
が
働
き
、
ヘ
ア
サ

イ
ク
ル
の
乱
れ
を
改
善
し
ま

す
。
頭
髪
の
成
長
期
が
長
く
な

る
た
め
、
髪
が
太
く
ハ
リ
が
出

て
抜
け
に
く
く
な
り
、
徐
々
に

薄
毛
の
改
善
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
年
に
一
度
の
皆
さ
ま
へ
の

ギ
フ
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
ご
体
験

く
だ
さ
い
。　

名
取
由
稀
江
：
国
際
美
容
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30
年
。

SKIN DEEP NYC

美
容
皮
膚

科
、Yukie Natori Salon & 

Spa 
オ
ー
ナ
ー
。
日
本
で
ネ
イ

ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
。美
容
師
、

ネ
イ
リ
ス
ト
な
ど
の
資
格
も
持

ち
日
米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト

ー
タ
ル
な
美
の
情
報
を
発
信
す

る
。

ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー

　
来
年
２
月
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
美
容
室
を
営
ん
で
50
周
年

を
迎
え
る
。
現
在
、
レ
キ
シ
ン

ト
ン
街
近
く
60
丁
目
の
﹁
み
ち

美
容
室
﹂
を
中
心
に
、
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
イ
ー
ス
ト
、
ロ
ウ
ア
ー

イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
に
計
４
店
舗
の
美
容

室
を
経
営
し
て
い
る
。
12
月
に

は
、
60
丁
目
の
美
容
室
内
に
こ

れ
ま
で
仮
設
ア
ー
ト
展
示
場
と

し
て
使
っ
て
い
た
壁
や
場
所
を

改
装
し
て
本
格
的
な
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
﹁
ギ
ャ
ラ

リ
ー
60
Ｎ
Ｙ
Ｃ
﹂
と
し
て
営
業

を
開
始
、
美
容
サ
ロ
ン
経
営
者

の
ほ
か
に
画
廊
オ
ー
ナ
ー
の
新

た
な
顔
も
加
わ
っ
た
。

　
田
原
さ
ん
が
来
米
し
た
の
は

１
９
７
２
年
。日
本
で
は
雑
誌
、

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
し
、
東
京
の

ス
タ
ジ
オ
で
一
緒
に
仕
事
を
し

て
い
た
須
賀
勇
介
さ
ん
︵
故

人
︶
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
旅
立

っ
た
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

目
を
向
け
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
と
い
う
。
74
年
に
日
本
ク
ラ

ブ
地
下
の
美
容
室
で
働
き
始
め

２
年
後
に
独
立
。
美
容
師
の
ほ

か
に
、
も
う
一
つ
大
事
な
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
の
仕
事
と
な
っ
た

の
が
着
物
の
着
付
け
だ
っ
た
。

来
米
し
た
当
時
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
で
の
着
物
は
、
中
国
、
韓
国
、

日
本
の
ご
ち
ゃ
混
ぜ
の
時
代
だ

っ
た
。
そ
れ
が
残
念
で
気
に
入

ら
な
か
っ
た
。
天
皇
皇
后
陛
下

ご
結
婚
の
時
に
は
、
米
国
の
テ

レ
ビ
局
で
の
日
本
の
花
嫁
の
デ

モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、Ａ
Ｂ
Ｃ
、

Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
全
米
ネ
ッ
ト
で
着

物
、
着
付
け
の
紹
介
、
ボ
タ
ニ

ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
の
桜
祭
り
の
着

物
シ
ョ
ー
な
ど
引
っ
張
り
だ
こ

で
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
１
で
﹁N

ew
 

Y
orker of the w

eek

﹂
に

選
ば
れ
た
こ
と
が
﹁
私
の
人
生

の
中
で
一
番
嬉
し
い
こ
と
で
し

た
﹂
と
振
り
返
る
。﹁
日
本
の

文
化
を
き
ち
ん
と
紹
介
す
る
た

め
に
頑
張
り
ま
し
た
よ
。
今
で

は
、
若
い
人
た
ち
の
活
躍
も
あ

っ
て
、
本
当
の
日
本
の
着
物
、

綺
麗
な
着
付
け
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
達
も
お
寿
司
と
同
じ
よ
う

に
理
解
し
て
く
れ
て
ま
す
ね
。

私
の
着
付
け
は
、
長
い
間
大
使

夫
人
達
の
さ
さ
や
か
な
ヘ
ル
プ

を
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
﹂
と
話
す
。

　
画
廊
開
設
の
き
っ
か
け
と
な

る
ア
ー
ト
と
の
関
わ
り
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
東
京
姉
妹
都
市
の

日
米
文
化
交
流
事
業
と
し
て

１
９
９
６
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

陶
芸
コ
ン
テ
ス
ト
。
主
催
者
と

し
て
来
年
で
24
年
目
、
通
算
20

回
目
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。
日
本
ク
ラ
ブ
で
の
同
コ
ン

テ
ス
ト
は
今
後
も
続
け
て
い
く

が
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
60
Ｎ
Ｙ
Ｃ
は
、

貸
し
画
廊
と
し
て
若
い
作
家
た

ち
の
Ｎ
Ｙ
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援
で

き
る
よ
う
な
存
在
を
目
指
し
た

い
と
い
う
。
だ
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
あ
く
ま
で
副
業
で
、
本
業
は

美
容
室
の
経
営
と
い
う
軸
足
は

ぶ
れ
る
こ
と
が
な
い
。﹁
私
は

美
容
師
が
大
好
き
な
ん
で
す
。

死
ぬ
ま
で
髪
結
で
い
た
い
ん
で

す
﹂
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

美
容
室
Ｎ
Ｙ
で
半
世
紀
、
画
廊
オ
ー
ナ
ー
の
顔
も

ミチ・ビューティーサロン
ギャラリー 60NYC
オーナー

田原みちさん

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
https://www.licensepower.net/
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１
９
８
３
年
設
立
の
海
外
赴

任
経
験
の
あ
る
母
親
達
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
フ
レ
ン

ズ
帰
国
生
母
の
会
が
「
母
親
が

歩
い
て
見
た
帰
国
生
の
た
め
の

学
校
案
内
２
０
２
４
年
度 

首

都
圏
版
」
を
発
行
し
た
。

　

本
書
は
、
海
外
で
子
育
て
を

経
験
し
た
母
親
た
ち
が
実
際
に

学
校
訪
問
等
を
し
て
集
め
た
情

報
を
基
に
作
成
し
た
学
校
案

内
（
首
都
圏
版
）
で
、
毎
年
９

月
に
発
行
し
て
い
る
。
入
試
情

報
の
他
、
帰
国
生
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
等
、
帰
国
生
受
験
に
役

立
つ
情
報
を
掲
載
し
、
帰
国
生

の
家
庭
か
ら
好
評
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
。
製
本
版
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版

が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
価
格
は

３
４
０
０
円
。
製
本
版
は
別
途

送
料
が
か
か
る
。

 

同
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://fkikoku.sun.

bindcloud.jp/school_
information/books.html

）

の
他
、
電
話(+81-3-6633-

4096)

やAmazon Japan

で

も
注
文
が
可
能
。
同
会
で
は
、

帰
国
生
に
関
す
る
メ
ー
ル
相
談

や
電
話
相
談
を
随
時
無
料
で
受

け
付
け
て
い
る
。

帰
国
生
の
た
め
の
学
校
案
内

２
０
２
４
年
度
首
都
圏
版
が
発
刊

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
、
根
路
銘
敢
校
長
）
小
学

部
は
、
10
月
21
日
に
「
秋
の
学

習
発
表
会
」
を
行
い
、
４
月
に

進
級
し
て
か
ら
半
年
間
の
学
習

の
成
果
を
披
露
し
た
。
国
語
科

で
学
ん
だ
物
語
を
元
気
い
っ
ぱ

い
に
暗
唱
し
た
り
、
自
ら
製
作

し
た
帽
子
を
劇
で
楽
し
く
発
表

し
た
１
・
２
年
生
。
ク
ラ
ス
や

グ
ル
ー
プ
活
動
で
、
意
見
を
伝

え
合
い
話
し
合
っ
た
成
果
や
、

仲
間
と
助
け
合
い
な
が
ら
朗
読

劇
を
発
表
し
た
３
・
４
年
生
。

自
分
の
経
験
し
た
こ
と
や
感
じ

た
こ
と
を
、自
ら
の
言
葉
に
し
、

ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
た
り
、
俳

句
と
し
て
披
露
し
た
５
・
６
年

生
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
が
揃

っ
た
今
年
度
の
学
習
発
表
会
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
が
ど
の

学
年
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
気
を
配
っ
て
い
る
こ
と
が
伺

え
、
会
場
全
体
が
温
か
い
拍
手

で
包
ま
れ
た
、
素
晴
ら
し
い
発

表
会
と
な
っ
た
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校

秋
の
学
習
発
表
会
を
開
催

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
部
（
和
田
幸
子
幼
稚
園
部

部
長
）
は
５
日
、
表
千
家
流
の

教
授
者
・
眞
鍋
宗
信
（
信
子
）

先
生
を
迎
え
、
日
本
文
化
体
験

講
習
会
を
実
施
し
た
。

　

眞
鍋
先
生
よ
り
、
茶
道
の
歴

史
、
床
の
間
の
掛
け
軸
や
季
節

感
溢
れ
る
お
花
な
ど
の
茶
室
の

し
つ
ら
え
、
茶
道
具
、
和
菓
子
、

畳
に
至
る
ま
で
、
子
供
た
ち
に

分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を

受
け
た
。
そ
の
後
、
茶
の
湯
の

作
法
の
実
演
が
あ
り
、
子
供
た

ち
は
興
味
津
々
に
見
入
っ
て
い

た
。
子
供
た
ち
は
、
和
菓
子
を

口
に
す
る
と
「
あ
ま
〜
い
」
と

言
っ
て
美
味
し
そ
う
に
食
べ
、

上
手
に
手
を
添
え
て
お
抹
茶
を

点
て
て
い
た
。
最
初
は
苦
く
て

飲
め
な
か
っ
た
お
抹
茶
も
一

口
、
二
口
と
飲
ん
で
、
よ
い
表

情
を
見
せ
て
い
た
。
茶
道
と
い

う
体
験
を
通
し
て
、
日
本
の
古

き
良
き
伝
統
文
化
を
学
べ
る
、

大
変
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

プリンストン日本語学校
幼稚部

茶道体験講習会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
6
年

生
は
15
日
、
ア
ー
ト
科
移
動
教

室
を
実
施
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

近
代
美
術
館
（MoMA

）
を
訪

れ
た
。

　

学
芸
員
か
ら
の
「
自
分
は
い

っ
た
い
ど
ん
な
存
在
な
の
か
」

と
の
問
い
か
け
か
ら
始
ま
っ
た

今
回
の
ツ
ア
ー
。
世
界
的
に
有

名
な
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、

自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
共
有
し

た
り
、
思
い
を
絵
や
文
字
に
し

て
表
現
す
る
活
動
を
行
っ
た
。

そ
の
後
の
ス
ケ
ッ
チ
で
は
、
モ

ネ
や
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
作
品
を
熱

心
に
見
つ
め
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
の
良
さ
を
味
わ
い
作

者
の
思
い
を
想
像
す
る
様
子
が

見
ら
れ
た
。
見
学
の
終
了
後
に

は
、「
作
品
に
込
め
ら
れ
た
思

い
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
ア

ー
ト
に
親
近
感
が
湧
い
た
」「
ゴ

ッ
ホ
の
『
星
月
夜
』
が
特
に
気

に
入
っ
た
の
で
、
今
度
家
族
に

見
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
の
声
が

聞
か
れ
た
。
児
童
に
と
っ
て
近

代
美
術
に
つ
い
て
関
心
を
も

ち
、
自
分
自
身
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
体
験
と
な
っ
た
。

MoMAで
美を学ぶ
NY日本人学校

　

ア
メ
リ
カ
の
伝
統
行
事
サ
ン

ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
が
あ
る
11
月
。

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
で
は
野

菜
月
間
と
称
し
、
各
家
庭
の
協

力
を
得
て
色
々
な
野
菜
や
果
物

で
ご
っ
こ
遊
び
・
感
覚
遊
び
や

実
験
遊
び
な
ど
１
か
月
を
通
し

て
楽
し
ん
で
い
る
。
ザ
ク
ロ
を

潰
し
た
汁
で
絵
を
描
い
た
り
、

水
に
浮
か
べ
て
浮
き
沈
み
の
実

験
を
し
た
り
。
な
か
に
は
見
慣

れ
な
い
野
菜
や
果
物
も
あ
り
、

子
ど
も
達
は
ま
ず
そ
の
形
、色
、

匂
い
か
ら
興
味
津
々
。
子
ど
も

達
の
五
感
を
刺
激
す
る
遊
び
の

数
々
は
、
本
物
を
使
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
。
お
店

屋
さ
ん
ご
っ
こ
、
お
ま
ま
ご
と

で
は
、
普
段
と
は
違
う
発
想
も

た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
。
最
後
ま

で
大
切
に
遊
べ
た
こ
と
に
も
感

謝
し
て
、
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ

を
迎
え
る
。

野
菜
月
間

こどものくに幼稚園

　

シ
ャ
ガ
ー
ル
の
絵
の
前

で
解
説
を
聞
く
Ｎ
Ｙ
日
本

人
学
校
の
６
年
生
た
ち

http://www.jwsnj.org/
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
https://starchildny.com/
https://www.nyseikatsu.com/category/kohitsu/
http://shidogakuin.com
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/school_information/books.html
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育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
（
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
園
児
児
童
生

徒
数
１
３
０
人
）
は
７
日
、
小

学
部
６
年
生
の
中
学
部
授
業
見

学
を
実
施
し
た
。

　

ま
ず
中
学
部
１
年
生
に
て
国

語
科
（
読
解
）
の
授
業
を
見

学
。
前
期
期
末
テ
ス
ト
の
答
え

合
わ
せ
を
軸
に
、
文
章
の
読
み

解
き
方
を
学
び
な
が
ら
、
小
６

の
先
輩
と
な
る
生
徒
達
は
皆
真

剣
な
顔
つ
き
で
授
業
を
受
け
て

い
た
。
次
に
中
学
３
年
生
、
数

学
科
の
２
次
関
数
で
関
数
の
式

や
グ
ラ
フ
が
書
か
れ
た
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
を
見
て
、
６
年
生
は

目
を
大
き
く
見
開
き
「
こ
ん
な

に
難
し
い
こ
と
を
学
習
す
る
の

か
」
と
驚
い
て
い
た
。
最
後
に

中
学
２
年
生
へ
足
を
運
ん
で
国

語
科
（
言
語
）
の
授
業
を
見
学

し
、
意
見
の
説
得
力
を
高
め
る

根
拠
の
吟
味
に
つ
い
て
勉
強
し

て
い
た
。
１
時
間
の
授
業
見
学

終
了
後
は
「
教
室
の
感
じ
が
違

う
」、「
授
業
が
難
し
そ
う
」
な

ど
と
感
想
を
述
べ
、
各
々
が
小

学
部
と
中
学
部
と
の
授
業
の
違

い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

小
学
部
で
は
「
国
語
」
と
い

う
教
科
で
単
元
に
よ
っ
て
学
ぶ

が
、中
学
部
で
は
「
読
解
」「
言

語
」
に
分
か
れ
て
学
習
を
進
め

る
。
ま
た
、
古
文
や
漢
文
も
学

習
範
囲
と
な
る
。
算
数
は
数
学

と
な
り
、
日
本
語
で
よ
り
緻
密

な
数
学
的
良
さ
を
学
ぶ
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
校
中
学
部
は
そ
の
他

社
会
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

「
歴
史
」「
地
理
」「
公
民
」
を

学
習
す
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校

は
中
学
部
ま
で
あ
る
が
、
フ
レ

ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
週
末
部
門
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
、
ポ
ー

ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
に
中
学
部
と

高
等
部
が
設
け
て
あ
る
。
Ｎ
Ｙ

育
英
学
園
で
は
す
べ
て
の
部
門

で
空
き
が
あ
れ
ば
随
時
編
入
が

可
能
。
見
学
だ
け
で
も
受
け

付
け
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ

は
Ｅ
メ
ー
ルSatM.Nyikuei@

gmail.com

（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

校
事
務
局
）
ま
で
。

小
学
生
が
中
学
見
学

「
む
ず
か
し
そ
う
」

Ｎ
Ｙ
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
（
川

﨑
淳
一
郎
校
長
、
児
童
生
徒
数

４
４
１
人
）
は
11
日
、
中
高
等

部
生
徒
会
主
催
の「
の
み
の
市
」

を
開
催
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
地
域
や
国
際
社
会
に
関
心
を

持
ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
生

徒
を
育
て
る
と
い
う
教
育
的
ね

ら
い
が
あ
り
、
こ
の
活
動
を
通

し
て
ク
ラ
ス
や
学
校
全
体
の
団

結
や
連
帯
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
。
保
護
者
や
学
校
の
協

力
の
も
と
、
生
徒
た
ち
が
主
体

と
な
り
企
画
運
営
し
、
長
期
に

渡
り
準
備
を
行
っ
て
来
た
。

　

出
店
は
中
高
等
部
各
ク
ラ
ス

毎
に
行
わ
れ
、
生
徒
が
考
え
た

コ
ー
ン
ホ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
も
ぐ
ら
た
た
き
な
ど

の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ぬ
い
ぐ

る
み
や
食
器
な
ど
の
雑
貨
コ
ー

ナ
ー
、
生
徒
が
作
る
か
き
氷
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
販
売
、
保
護

者
会
の
協
力
に
よ
る
ク
レ
ー

プ
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
な
ど
の
ベ

ー
ク
品
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
内
容

は
多
岐
に
渡
っ
た
。
前
半
は
幼

児
部
と
初
等
部
６
年
の
児
童
が

授
業
の
一
環
と
し
て
買
い
物
に

訪
れ
、
後
半
の
一
般
公
開
で
は

授
業
終
了
後
に
多
く
の
児
童
生

徒
や
保
護
者
が
詰
め
か
け
た
。

各
ブ
ー
ス
大
盛
況
と
な
り
活
気

と
笑
顔
が
溢
れ
て
い
た
。
今
年

度
の
６
０
０
０
ド
ル
を
超
え
る

収
益
金
は
す
べ
て
「
あ
し
な
が

育
英
会
」
に
寄
付
さ
れ
る
。

中高等部のみの市
NY 補習授業校 W 校

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
新
元
良
一
校
長
）
は
10
日
、

入
学
に
向
け
て
、
保
護
者
を
対

象
に
し
た
学
校
説
明
会
を
実
施

し
た
。
冒
頭
で
挨
拶
を
兼
ね
校

長
が
ス
ピ
ー
チ
し
た
後
、
ス
ラ

イ
ド
を
使
用
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

例
年
通
り
、
全
日
課
程
の
幼

児
部
、
土
曜
課
程
の
幼
児
、
小

学
・
中
学
部
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
に
つ
い
て
各
教
諭
、
ス
タ

ッ
フ
が
保
育
・
学
習
の
内
容
か

ら
教
育
方
針
に
至
る
ま
で
プ
レ

ゼ
ン
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
説
明

会
と
違
い
、
今
回
は
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
加
わ
っ

た
。
全
日
課
程
で
4
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
同
校
に
併
設
さ
れ
る
フ
レ

ン
チ
・
ア
メ
リ
カ
ン
学
校
の
英

語
ク
ラ
ス
に
、
日
本
人
学
校
の

同
じ
年
齢
の
幼
児
た
ち
が
参
加

し
保
育
を
受
け
る
。
ネ
イ
テ
ィ

ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の
先
生
や
子

ど
も
と
の
や
り
と
り
は
「
現
地

校
で
保
育
を
受
け
る
」
感
覚
。

こ
の
説
明
会
で
も
、フ
レ
ン
チ
・

ア
メ
リ
カ
ン
学
校
初
等
科
の
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
が
説
明
し
、
プ
レ

ゼ
ン
終
了
後
の
学
内
見
学
で

は
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
使
用
す
る
教
室
で
フ
レ

ン
チ
・
ア
メ
リ
カ
ン
学
校
幼
児

部
の
教
諭
が
、
参
加
す
る
保
護

者
と
質
疑
応
答
し
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

学
校
説
明
会
を
開
催

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
、
根
路
銘
敢
校
長
）
は
11

日
、
中
学
部
高
等
部
合
同
の
百

人
一
首
大
会
を
行
っ
た
。
中
学

生
20
人
、
高
校
生
11
人
、
計
31

人
が
２
人
１
組
で
対
戦
す
る

「
源
平
合
戦
」
に
挑
ん
だ
。

　

和
歌
が
流
れ
始
め
る
と
緊
迫

し
た
空
気
が
流
れ
、
次
の
瞬
間

８
つ
の
テ
ー
ブ
ル
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
札
を
取
る
音
と
歓
声
が
上
が

っ
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
教
員

が
審
判
に
つ
き
、
送
り
札
や
お

手
付
き
、
同
時
に
手
が
伸
び
た

際
の
判
定
な
ど
を
行
う
。
お
よ

そ
75
分
の
熱
戦
の
末
、
優
勝
は

高
３
女
子
と
高
３
男
子
の
ペ
ア

に
。
合
計
51
枚
を
効
率
よ
く
取

っ
て
一
早
く
試
合
を
終
了
さ
せ

た
。
取
り
札
最
多
賞
は
中
２
女

子
（
45
枚
）、高
３
女
子
（
40
枚
）

が
獲
得
、
ま
た
今
年
度
は
取
り

札
枚
数
が
中
間
位
と
な
っ
た
人

を
対
象
に
取
り
札
真
ん
中
賞
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
賞
が
新
設
さ

れ
、
中
１
男
子
、
高
１
、
高
２

女
子
ら
が
受
賞
。
互
い
の
健
闘

を
称
え
合
っ
た
。
生
徒
は
「
先

輩
た
ち
と
戦
っ
て
楽
し
か
っ

た
」 「
日
本
の
文
化
に
深
く
触

れ
る
こ
と
が
出
来
た
」と
話
し
、

下
級
生
た
ち
は
早
く
も
来
年
の

大
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様

子
だ
っ
た
。

　

百
人
一
首
大
会
後
、
中
学
生

は
４
つ
の
日
本
文
化
「
書
、
水

引
、
将
棋
、
切
り
紙
」
か
ら
自

分
の
希
望
す
る
２
つ
を
体
験
し

た
。
初
め
て
挑
戦
す
る
も
の
も

あ
る
な
か
、
皆
熱
中
し
て
取
り

組
ん
だ
。
普
段
の
授
業
と
は
異

な
る
自
由
な
雰
囲
気
の
な
か
、

指
導
、
サ
ポ
ー
ト
に
訪
れ
た
多

く
の
保
護
者
や
校
長
と
親
し
く

接
す
る
機
会
に
も
な
り
、
生
徒

た
ち
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔
が
印

象
的
な
一
日
と
な
っ
た
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
補
習
校

真
剣
勝
負
！
百
人
一
首
大
会

日
本
文
化
体
験
も

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
の
３

年
生
は
９
日
、
社
会
科
「
は
た

ら
く
人
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら

し
」
の
授
業
の
一
環
で
、
Ｎ
Ｊ

州
に
あ
る
ハ
ウ
ス
フ
ー
ズ
・
ア

メ
リ
カ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

訪
れ
た
。

　

ま
ず
、
豆
腐
作
り
や
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
ハ
ウ
ス
食
品
の
事

業
展
開
に
つ
い
て
動
画
を
見
な

が
ら
学
ん
だ
。
実
際
に
生
産
さ

れ
て
い
る
豆
腐
を
触
ら
せ
て
も

ら
う
こ
と
も
で
き
、
豆
腐
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
固
さ
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。
そ
の
後
工
場
の
生

産
ラ
イ
ン
を
見
学
し
た
。
豆
腐

が
で
き
る
ま
で
に
多
く
の
機
械

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
そ
こ

で
働
く
人
た
ち
が
安
全
に
気
を

つ
け
な
が
ら
仕
事
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
見
学
の
際
に
は
ビ
ニ
ー
ル

キ
ャ
ッ
プ
を
着
用
し
、
従
業
員

に
な
り
き
り
な
が
ら
楽
し
く
学

ん
だ
。
最
後
の
豆
腐
作
り
体
験

で
は
、
で
き
た
て
の
豆
乳
を
味

わ
い
、
そ
の
お
い
し
さ
に
感
動

し
て
い
た
。
豆
乳
に
凝
固
剤
を

入
れ
る
と
ど
ん
ど
ん
固
ま
り
、

豆
腐
が
で
き
て
い
く
こ
と
を
学

ん
だ
。
工
場
見
学
と
豆
腐
作
り

を
通
し
て
「
食
」
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
貴
重
な
経
験
と

学
習
に
な
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

3
年
生
社
会
科
見
学

http://www.gwjs.org
http://maikopiano.com/
https://miray109.com/
https://www.diskyoto.com/
mailto:SatM.Nyikuei@gmail.com


現在、Eメール (HaikuGrandPrix@gmail.com) でのご応募のみ受付中。

2023年（令和 5年）11月 25日（土） ［企画のページ］　　（14  ）

俳人
大高翔

SHO OTAKA
1977年徳島県生まれ。 俳
人。13歳より作句。ラ
イフワークとして、子供
たちや初心者への作句指
導を行う。近著に入門書
『ゼロから始める俳句入
門』、最新句集『帰帆(き
はん )』。藍花（あいば
な）俳句会副主宰、俳人
協会幹事、日本ペンクラ
ブ会員。公式サイト
http://www.shootaka.jp
2022年より米国在住。

【英語俳句審査員】俳人・編集者
スコット・メイソン SCOTT MASON
“The Wonder Code：Discover the Way of Haiku and See the World with New Eyes”の著者、同
書はHaiku FoundationからTouchstone Distinguished Books Award、Haiku Society of America
からHMerit Book Award（Prose）を受賞し、Kirkus Reviewsによる「2019年のベスト100イン
ディーブック」に選ばれた。2011年から21年までオンラインおよび印刷俳句ジャーナルThe 
Heron’s Nestの編集者、現在はHaiku Foundationの戦略部長を務める。自身の俳句は24以上の
国際大会で最優秀賞を含む200以上の賞を受賞。

俳人
江坂衣代

KINUYO ESAKA
1988年～
     大串章主宰俳句結社
     百鳥所属同人
2001年～09年
 NY句会設立・代表
2014年～
    俳人協会会員

ジャズピアニスト、
作曲家

大江千里
SENRI OE

大阪出身。シンガーソング
ライターとして日本で活
躍後、ニューヨークへ。
ポップとジャズをつなぐ
40周年記念作を2023年
5/21にリリース予定。ア
トランタ、デトロイト、
アルバニアなどのジャズ
フェス、ミルウォーキー
サマーフェスタ2022に出
演。近著「ブルックリンで
ソロめし！」
note.com/senrigarden

書画家
田中太山

TAISAN TANAKA
1978年和歌山県生まれ。
2000年から書画家として
活動を開始。代表作は文
字を絵にする「笑文字-え
もじ-」と大筆２本を自
在に操り書く大作書画パ
フォーマンス。合計依頼
作品点数は5万点以上。
自身が主催する「笑文字
塾」には年３千人を越え
る生徒が集まる。2015年
からＮＹ在住。

新俳句グランプリ 2023

本年度の作品募集は終了致しました。本
グランプリが開始された本年1月から10
月までにセミファイナリストに選ばれた
全作品の中から、下記審査員が厳正な審
査をし、11月中に各部門から金賞1名、銀
賞1名、銅賞1名が選ばれます。審査終了
後、各賞受賞者には通知され、12月に賞
品、賞状が郵送されます。各賞の受賞作
品並びに表彰式の様子は、「週刊NY生
活」2024年新年号紙面、「週刊NY生活
デジタル版」2024年新年号(http://www.
nyseikatsu.com)で発表され、受賞作品
は当グランプリウェブサイト(http://www.
artofhaiku.org)にも掲載されます。

 賞品
 金賞3名（各部門1名ずつ）：
  ITO ENのお茶（ボトル）3ケース

 ＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： 

ITO ENのお茶（ボトル）2ケース

＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）：

ITO ENのお茶（ボトル）1ケース

＋トロフィー

北米伊藤園新俳句グランプリ2023　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

代
替
は
り
娘
杜
氏
の
今
年
酒
　 森
柾
光
央  

Ｎ
Ｙ
州

藁
跳
ね
て
肩
触
れ
あ
っ
て
月
の
道

野
田
な
つ
美  

Ｐ
Ａ
州

暮
れ
ゆ
き
ぬ
湖
面
に
燃
ゆ
る
紅
葉
か
な
　

川
越
範
子  

Ｐ
Ａ
州

く
だ
り
坂
凶
器
と
な
り
ぬ
濡
れ
落
ち
ば  

は
ぎ
は
ら
敏
子  

Ｎ
Ｙ
州   

木
漏
れ
日
の
カ
ー
テ
ン
に
も
た
れ
独
り
言
ち
　

山
城
生
子  

Ｎ
Ｙ
州

秋
晴
れ
や
湖
畔
逆
さ
の
森
深
し
　
高
安
キ
ワ  
Ｎ
Ｊ
州

そ
れ
ぞ
れ
が
闇
に
鳴
き
を
り
千
の
虫
　

島
崎
志
津
香  

Ｎ
Ｊ
州

あ
さ
お
き
て 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う 

せ
み
の
こ
え 

　

郡
司
菜
音  

Ｎ
Ｙ
州

︵
リ
セ
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
６
　
12
歳
︶
　

 

ふ
る
さ
と
は 

ば
あ
ば
の
笑
顔 

あ
ま
い
く
り

ア
マ
ラ 

華  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４
　
９
歳
︶

　新
し
い 

く
る
ま
に
の
っ
て 

う
み
に
行
く
　

ジ
ュ
リ
ア
ン
ア
シ
ュ
リ
エ
ル  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳

  

と
び
こ
ん
だ 

お
空
が
小
さ
く 

ぼ
や
け
て
る
　

丸
山 

桜  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
８
歳
︶

　待
っ
て
い
た 

き
の
こ
と
家
族 

森
に
出
る
　
　

ソ
ー
プ
太
陽  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
授
業
補
習
校
小
３
　
10
歳
︶

　て
い
で
ん
だ 

ほ
た
る
の
光
が 

温
か
い

原 

悠
冴  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４
　
10
歳
︶

い
わ
し
雲 

天
気
予
報
と 

に
ら
め
っ
こ
　

相
原
裕
心  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４
　
９
歳
︶

river drift . . .
the blossoms and I put in
at the same spot

─Julie Schwerin, WI

traveling monk . . .
the half-moon bright
with silence

─Barrie N Levine, MA

sangha
a cloud of grasshoppers
ringing the bell

─Lorraine A Padden, CA

every heart
beating for home
northbound snow geese

─Ruth Holzer, VA

stars at dawn
a lone � shing boat
sets out to sea

─Garry Gay, CA

old age
the rest of autumn
waits for me

─Barbara Kaufmann, NY  

cloudy skies...
all 256 zones
of gray

─Nancy Brady, OH

「10月選考通過作品」
　　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2023」の10月分の応募を締め
切り、厳正な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7
句、日英句(18歳未満)7句が選出されたことをお知らせします。多く
の方々から応募を頂いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各
月に日本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリ
ストとして選出されます。

mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com
http://www.shootaka.jp
http://www.nyseikatsu.com
ttp://www.artofhaiku.org
note.com/senrigarden


　
「
お
な
か
が
す
い
た
な
。
今

日
の
お
昼
ご
は
ん
は
何
か

な
」。
と
、
ぱ
か
っ
と
お
べ
ん

当
箱
の
ふ
た
を
開
け
る
と
、

そ
こ
に
は
丸
い
バ
ナ
ナ
ブ
レ

ッ
ド
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
わ
ぁ
い
。
バ
ナ
ナ
ブ
レ
ッ
ド

だ
」。

　

バ
ナ
ナ
ブ
レ
ッ
ド
は
ふ
わ

ふ
わ
し
て
い
て
、
と
て
も
お

い
し
い
の
で
ぼ
く
の
大
好
物

で
す
。
も
し
、
家
に
黒
い
点
々

の
あ
る
バ
ナ
ナ
が
あ
れ
ば
お

い
し
い
バ
ナ
ナ
ブ
レ
ッ
ド
を

作
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ

作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

で
は
、
バ
ナ
ナ
ブ
レ
ッ
ド

の
作
り
方
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

材
料
は
バ
ナ
ナ
が
二
本
、
ブ

ラ
ウ
ン
シ
ュ
ガ
ー
六
十
グ
ラ

ム
、
た
ま
ご
が
一
こ
、
バ
タ

ー
が
八
十
グ
ラ
ム
、
小
麦
粉

が
百
六
十
グ
ラ
ム
、
ベ
ー
キ

ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
と
重
そ
う
が

そ
れ
ぞ
れ
小
さ
じ
一
ず
つ
で

す
。

　

ま
ず
オ
ー
ブ
ン
を
百
八
十

度
に
セ
ッ
ト
し
て
予
熱
を
し

て
お
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

マ
フ
ィ
ン
が
た
に
紙
の
カ
ッ

プ
を
し
い
て
お
き
ま
す
。
小

麦
粉
と
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ

ー
、
重
そ
う
は
一
し
ょ
に
し

て
ふ
る
い
で
ふ
る
っ
て
お
き

ま
す
。

　

次
に
、
バ
ナ
ナ
を
ボ
ー
ル

に
入
れ
て
ホ
イ
ッ
パ
ー
で
つ

ぶ
し
て
い
き
ま
す
。
ポ
イ
ン

ト
は
、
ミ
キ
サ
ー
を
使
わ
な

い
こ
と
で
す
。
使
っ
た
場
合

は
バ
ナ
ナ
の
生
地
が
ね
っ
と

り
と
重
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
ホ
イ
ッ
パ
ー
で
つ
ぶ

す
と
バ
ナ
ナ
の
つ
ぶ
が
残
っ

て
食
感
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
卵
と
、
溶
か

し
た
バ
タ
ー
を
じ
ゅ
ん
番
に

ボ
ー
ル
に
入
れ
て
ま
ぜ
ま
す
。

最
後
に
粉
を
ボ
ー
ル
に
入
れ

ま
す
。
バ
ナ
ナ
の
生
地
よ
り

粉
の
方
が
多
い
の
で
、
ま
ず

半
分
粉
を
入
れ
て
ま
ぜ
、
そ

の
後
残
っ
た
粉
も
ボ
ー
ル
に

入
れ
ゴ
ム
ベ
ラ
を
使
っ
て
さ

っ
く
り
ま
ぜ
ま
す
。

　

か
た
に
入
れ
る
生
地
の
量

は
七
か
ら
八
分
目
が
目
安
で

す
。
残
っ
た
分
の
生
地
は
別

の
紙
の
カ
ッ
プ
な
ど
に
入

れ
て
オ
ー
ブ
ン
に
入
れ
て
約

三
十
分
や
き
ま
す
。

　

や
き
立
て
の
バ
ナ
ナ
ブ
レ

ッ
ド
は
バ
ナ
ナ
の
あ
ま
い
に

お
い
が
し
て
、
ほ
っ
ぺ
た
が

落
ち
そ
う
な
ほ
ど
美
味
し
い

で
す
。
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
下

さ
い
。

　

僕
は
、
バ
ナ
ナ
ブ
レ
ッ
ド

を
作
る
な
ら
朝
ご
は
ん
に
み

ん
な
の
た
め
に
作
っ
て
み
た

い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
バ
ナ

ナ
ブ
レ
ッ
ド
な
ら
朝
の
コ
ー

ヒ
ー
と
あ
う
し
、
か
ん
た
ん

に
食
べ
や
す
い
か
ら
で
す
。

　
　

  　
（
滞
米
４
年
１
か
月
）

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

今
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
の

大
学
で
人
種
を
考
慮
し
た
入

学
選
考
を
違
法
と
す
る
、
と

い
う
判
決
が
最
高
裁
判
所
で

下
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
で
昔
か
ら
賛
否
両

論
あ
る
人
種
差
別
を
め
ぐ
る

大
き
な
問
題
に
関
係
し
て
い

ま
す
。
人
種
を
考
慮
し
た
入

学
選
考
は
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ

ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
１
つ
で
す
。

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ

ョ
ン
と
は
、
社
会
的
な
差
別

に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
っ
て

い
る
弱
者
に
対
し
て
、
一
定

の
範
囲
で
特
別
な
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実

質
的
に
フ
ェ
ア
に
な
る
よ
う

に
取
り
計
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
措
置
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
い
う
弱
者
と
は
、
歴

史
的
に
差
別
を
受
け
て
き
た

有
色
人
種
、
少
数
民
族
、
女
性
、

障
が
い
者
な
ど
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
人
々
を
含
め
、

全
員
が
暮
ら
し
や
す
い
平
等

な
社
会
を
作
る
こ
と
が
ア
フ

ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

の
本
来
の
目
的
で
す
。
代
表

的
な
措
置
と
し
て
は
、
採
用

試
験
、
入
学
試
験
、
内
閣
な

ど
に
お
け
る
「
ク
オ
ー
タ
制
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
教

育
機
関
や
企
業
で
一
定
の
割

合
を
社
会
的
に
不
利
な
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
人
々
に
割

り
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
差

別
を
な
く
し
て
い
く
、
と
い

う
措
置
で
す
。
今
回
、
私
は

大
学
の
選
考
に
お
い
て
人
種

を
考
慮
す
る
こ
と
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
以
下
に
述
べ
る
２

つ
の
理
由
か
ら
今
回
の
最
高

裁
判
所
の
判
決
に
賛
成
し
ま

す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
入
学

選
考
に
お
け
る
人
種
の
考
慮

に
反
対
で
す
。

　

最
も
重
要
な
理
由
は
、
人

種
だ
け
が
個
々
人
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
で
は
な
い
か
ら

で
す
。
判
決
に
反
対
す
る
人
々

の
多
く
は
、
多
く
の
人
種
の

生
徒
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
考

す
る
こ
と
で
多
様
性
が
生
ま

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
私
は
こ
の
意
見
は
部

分
的
に
し
か
合
っ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
人
種
は
、
私

た
ち
個
人
の
1
つ
の
個
性
で

す
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
多

様
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
あ

ま
り
に
も
偏
っ
た
考
え
方
で

す
。
ジ
ョ
ン
・
ロ
バ
ー
ツ
最

高
裁
長
官
は
、「
多
く
の
大
学

が
あ
ま
り
に
も
長
い
間
、
個

人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

測
る
の
は
、
克
服
し
た
課
題

で
も
、
築
き
上
げ
た
ス
キ
ル

で
も
、
学
ん
だ
教
訓
で
も
な

く
、
肌
の
色
だ
と
間
違
っ
て

結
論
づ
け
て
き
た
」
と
述
べ

ま
し
た
。
人
種
以
外
で
も
、

私
た
ち
に
は
多
く
の
違
い
が

あ
り
、
そ
れ
ら
は
多
様
性
の

あ
る
教
育
機
関
を
作
り
上
げ

る
の
に
十
分
で
す
。
よ
っ
て
、

私
は
人
種
で
多
様
性
を
判
断

す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

ま
す
。

上
記
の
理
由
に
加
え
、
今
回

の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク

シ
ョ
ン
は
逆
差
別
に
も
繋
が

り
ま
す
。
逆
差
別
と
は
、
特

定
の
人
々
を
優
遇
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
他
の
人
々

が
逆
に
不
利
益
を
被
る
こ
と

で
す
。
今
回
の
状
況
で
は
、

白
人
や
ア
ジ
ア
人
な
ど
優
遇

を
受
け
な
い
生
徒
は
、
優
遇

を
受
け
て
い
る
黒
人
や
ヒ
ス

パ
ニ
ッ
ク
系
の
生
徒
よ
り
も
、

結
果
的
に
希
望
す
る
大
学
に

入
り
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
考
え
た
時
、
ほ
と

ん
ど
同
じ
評
価
を
受
け
て
い

る
二
人
の
生
徒
が
、
入
学
で

き
る
か
で
き
な
い
か
の
瀬
戸

際
に
い
て
、
人
種
と
い
う
生

ま
れ
持
っ
た
変
え
る
こ
と
の

で
き
な
い
要
素
に
よ
っ
て
入

学
の
可
能
不
可
能
が
決
ま
っ

て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
。
人
種
に
よ
っ
て
合
格
ラ

イ
ン
が
決
ま
る
と
い
う
の
は
、

生
徒
の
努
力
を
正
当
に
評
価

で
き
て
い
な
い
と
私
は
考
え

ま

す
。SFFA　
（Students 

For Fair Admissions

）
は
、

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
が
人
種

的
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
、

ク
オ
ー
タ
制
度
を
導
入
し
、

ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
に
高

い
合
格
ラ
イ
ン
を
設
定
す
る

こ
と
で
、
他
の
人
種
の
受
験

生
を
合
格
さ
せ
て
い
る
と
主

張
し
て
い
て
、
も
し
人
種
を

考
慮
せ
ず
点
数
だ
け
で
選
考

を
行
え
ば
、
ア
ジ
ア
系
の
学

生
は
現
在
の
二
倍
に
な
る
だ

ろ
う
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
私

は
大
学
の
選
考
に
お
け
る
ア

 「
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フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ

ン
に
反
対
し
、
今
回
の
入
学

審
査
で
人
種
を
考
慮
す
る
こ

と
を
違
法
と
す
る
と
い
う
判

決
に
賛
成
し
ま
す
。
本
当
に

大
学
の
入
学
審
査
で
考
慮
す

る
べ
き
点
は
経
済
面
だ
と
私

は
考
え
ま
す
。
貧
し
い
家
庭

で
育
っ
た
子
供
と
裕
福
な
家

庭
で
育
っ
た
子
供
の
間
に
は
、

少
な
か
ら
ず
勉
強
や
体
験
の

機
会
に
も
選
べ
る
手
段
に
も

差
が
生
ま
れ
ま
す
。
私
は
実

際
に
1
年
間
ア
メ
リ
カ
の
学

校
で
過
ご
し
て
み
て
、
人
種

に
よ
っ
て
起
こ
る
差
別
や
い

じ
め
な
ど
は
見
か
け
な
か
っ

た
も
の
の
、
貧
富
の
差
に
よ

る
機
会
の
数
の
違
い
は
多
々

あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

裕
福
な
家
庭
で
育
っ
た
友
達

は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
、
勉

強
な
ど
様
々
な
習
い
事
を
し

た
り
、
恵
ま
れ
た
生
活
を
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
あ
ま
り
お
金
の

な
い
家
庭
で
育
っ
た
友
達
は
、

お
金
の
か
か
る
習
い
事
や
イ

ベ
ン
ト
に
は
参
加
で
き
ず
、

さ
ら
に
は
兄
弟
の
面
倒
を
見

る
な
ど
の
学
業
以
外
の
こ
と

も
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が

あ
り
ま
し
た
。
金
銭
的
に
余

裕
が
な
い
ほ
ど
、
学
生
は
実

力
を
発
揮
し
た
り
伸
ば
し
た

り
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
言

え
ま
す
。
こ
の
格
差
は
、
人

種
と
全
く
関
わ
り
が
な
い
問

題
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
人

種
と
イ
コ
ー
ル
で
結
び
つ
け

ら
れ
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

大
学
の
入
学
審
査
で
は
、

肌
の
色
で
生
徒
の
合
格
ラ
イ

ン
を
定
め
る
の
で
は
な
く
、

恵
ま
れ
な
い
環
境
で
も
ど
れ

だ
け
努
力
で
き
た
か
を
考
慮

す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
今

ま
で
紹
介
し
て
き
た
ア
フ
ァ

ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の

問
題
点
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ

の
実
態
を
踏
ま
え
、
私
は
大

学
の
入
学
選
考
で
人
種
を
考

慮
し
優
遇
す
る
措
置
に
つ
い

て
反
対
し
、
そ
の
代
わ
り
に

個
人
の
家
庭
環
境
を
考
慮
し

た
選
考
制
度
を
提
案
し
ま
す
。

　
　

  　
（
滞
米
１
年
３
か
月
）

う
。
数
字
に
す
る
と
た
っ
た

四
だ
け
れ
ど
、
実
際
の
戦
争

で
は
何
千
人
、
何
万
人
の
人

が
亡
く
な
る
。
そ
の
人
た
ち

に
も
家
族
が
い
る
。
そ
の
何

倍
、
何
十
倍
の
人
た
ち
の
心

が
傷
つ
く
。
そ
れ
は
、
一
生

治
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
戦

争
は
、
勝
っ
た
と
し
て
も
負

け
た
と
し
て
も
、
た
く
さ
ん

の
犠
牲
を
生
む
。

　

例
え
ば
、
太
平
洋
戦
争
で
、

ア
メ
リ
カ
軍
で
も
亡
く
な
っ

た
人
が
い
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
に
あ
る
イ
ン
ト
レ
ピ
ッ
ド

と
い
う
博
物
館
で
は
、「
カ
ミ

カ
ゼ
ア
タ
ッ
ク
」
に
つ
い
て

の
ム
ー
ビ
ー
が
上
映
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
火
事
に

よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
ア
メ
リ

カ
軍
の
若
者
が
三
名
紹
介
さ

れ
て
い
た
。
彼
ら
に
も
家
族

が
い
た
だ
ろ
う
。
そ
の
三
名

の
遺
体
は
国
旗
に
包
ま
れ
船

か
ら
海
へ
水
葬
さ
れ
た
。

　

ぼ
く
は
、
戦
争
は
絶
対
に

し
て
は
い
け
な
い
事
だ
と
思

う
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
建

物
も
燃
え
る
し
、
た
く
さ
ん

の
命
が
犠
牲
に
な
る
。
た
と

え
、
そ
の
人
が
戦
争
に
全
く

関
わ
っ
て
い
な
く
て
も
。
ぼ

く
は
未
来
の
戦
争
を
な
く
す

た
め
に
ぼ
く
が
出
来
る
事
を

考
え
て
み
た
。

　

色
々
な
事
、
歴
史
や
宗
教

や
政
治
、
国
同
士
の
関
係
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
。

知
識
が
少
な
い
と
、
偏
見
に

と
ら
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

物
の
見
方
が
偏
る
と
、
相
手

の
立
場
を
考
え
る
の
が
難
し

く
な
り
、
戦
争
を
引
き
起
こ

す
原
因
に
な
る
。
た
く
さ
ん

の
人
が
色
々
な
事
を
知
っ
て

い
た
ら
、
多
面
的
な
見
方
で
、

も
っ
と
話
し
合
う
事
が
出
来

る
だ
ろ
う
。
ぼ
く
は
、
本
を

読
ん
だ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見

た
り
す
る
事
で
、
自
分
の
知

識
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

そ
う
し
て
、
ぼ
く
が
大
人
に

な
っ
た
と
き
に
、
世
界
で
起

こ
る
事
に
つ
い
て
自
分
で
考

え
ら
れ
る
様
に
な
り
た
い
。

　
「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く

り
」
を
読
ん
で
、
悲
し
い
と

思
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
戦

争
や
物
の
見
方
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
　

  　
（
滞
米
３
年
２
か
月
）

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

ぼ
く
は
、
歴
史
に
関
心
が
あ

り
、日
本
の
戦
争
に
つ
い
て
も
、

い
く
ら
か
知
っ
て
い
た
。
ま
た

戦
争
が
現
在
で
も
起
こ
っ
て
い

る
事
を
知
っ
て
い
た
。
で
も
、

「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
」

を
読
ん
で
、
戦
争
に
対
す
る
考

え
方
が
変
わ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、「
ち
い
ち
ゃ
ん
の

か
げ
お
く
り
」
が
家
族
の
物
語

だ
か
ら
だ
。
ち
い
ち
ゃ
ん
の
家

族
は
四
人
。
ぼ
く
の
家
族
と
同

じ
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
全
員
が

最
後
に
は
亡
く
な
っ
て
し
ま

本
紙
11
月
4
日
号
で
掲
載
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
学
２
年
生
、
上
原
健
太

さ
ん
の
作
文
「
ア
メ
リ
カ
生
活
で
思
う
こ
と
」
を
誤
っ
て
18
日
号
で
も
掲
載
し
、
そ
の

際
に
学
校
名
を
誤
っ
て
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
と
表
記
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

正
し
く
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
で
す
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
と
共
に
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 　
　
ー
編
集
部
作
文
担
当
ー

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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時
に
は
マ
ダ
ム
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
気
分
で

　

海
外
に
日
本
文
化
が
出
て
行
っ
た
１
０
０
年
以
上
前

の
貴
婦
人
を
想
像
さ
せ
る
時
代
や
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
も

感
じ
る
東
洋
世
界
へ
の
憧
れ
な
ど
、
日
本
か
ら
流
入
し

た
美
術
工
芸
品
へ
の
愛
好
を
表
す
イ
ン
テ
リ
ア
に
改
装

し
て
み
た
。

 　
障
子
を
窓
に
施
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
・
ス
タ
イ
ル
と
和

紙
の
壁
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
、
艶
や
か

な
、
色
彩
感
が
あ
り
、
か
つ
少
し
古
典
的
な
雰
囲
気
を

出
す
。
障
子
の
本
物
の
和
紙
か
ら
も
れ
る
や
さ
し
い
光

で
、
和
を
感
じ
な
が
ら
自
然
な
生
活
を
堪
能
で
き
る
。

 　
部
屋
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
照
明
は
、
耐
火
性
和
紙
の
照

明
で
、
自
然
と
や
わ
ら
か
さ
、
暖
か
さ
を
感
じ
る
照
明
。

壁
の
装
飾
は
和
紙
で
作
ら
れ
た
ア
ー
ト
作
品
。
プ
レ
シ

ャ
ス
ピ
ー
ス
提
供
。

 　
障
子
は
、
破
れ
な
い
加
工
さ
れ
た
和
紙
（
強
化
和
紙
）

で
、
防
火
加
工
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
紙
に
慣
れ
て
な
い

ア
メ
リ
カ
人
ユ
ー
ザ
ー
で
も
使
用
可
。
Ｕ
Ｓ
防
火
加
工

済
み
。
障
子
や
枠
は
、
取
り
付
け
場
所
の
寸
法
に
合
わ

せ
て
つ
く
る
の
で
、
基
本
的
に
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
、
仕
上
げ
の
木
工
事
な
ど
除
き
、
障
子
和
紙
2
枚
分

で
、
だ
い
た
い
７
０
０
ド
ル
く
ら
い
か
ら
、（
色
々
な

地
域
・
法
律
条
件
や
、
寸
法
に
よ
っ
て
異
な
る
、
物
品

の
み
で
設
置
含
ま
ず
）。
和
紙
照
明
も
４
０
０
ド
ル
位

か
ら
特
注
で
製
作
。
和
紙
素
材
は
本
物
の
和
紙
、
強
化

フ
ィ
ル
ム
、
Ｕ
Ｓ
防
火
加
工
済
み
。
工
期
は
2
か
月
か

ら
4
か
月
。

 （
写
真
提
供
・
プ
レ
シ
ャ
ス
ピ
ー
ス
）

　

世
界
最
大
の
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ

レ
ッ
ド
村
の
作
者
と
し
て
ギ
ネ

ス
記
録
を
保
持
し
、
ジ
ン
ジ
ャ

ー
ブ
レ
ッ
ド
・
マ
ン
と
知
ら
れ

る
ジ
ョ
ン
・
ロ
ビ
ッ
チ
さ
ん
は
、

今
年
も
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
チ
ェ

ル
シ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
今
月

26
日
か
ら
新
作
を
展
示
す
る
。 

　

今
年
の
「
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ

ッ
ド
・
レ
ー
ン
」
は
、
馴
染
み

の
あ
る
Ｎ
Ｙ
市
の
風
景
を
テ
ー

マ
に
、
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
や
ピ

ザ
店
、
パ
ン
屋
、
ア
ー
ス
ク
リ

ー
ム
・
パ
ー
ラ
ー
な
ど
、
ジ
ェ

リ
ー
ビ
ー
ン
ズ
や
Ｍ
＆
Ｍ
ｓ
、

グ
ミ
な
ど
で
カ
ラ
フ
ル
に
飾
ら

れ
た
約
１
０
０
０
軒
の
家
や
店

舗
が
軒
を
連
ね
る
。
今
年
度
は

Ｎ
Ｙ
市
で
の
展
示
後
、
カ
ン
ザ

ス
・
シ
テ
ィ
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
も
巡
回

す
る
。 

　

ロ
ビ
ッ
チ
さ
ん
は
毎
年
12

月
、
展
示
完
了
後
に
数
日
だ
け

休
み
を
と
り
、
翌
年
の
ク
リ
ス

マ
ス
に
向
け
て
ク
イ
ー
ン
ズ
の

地
下
ス
タ
ジ
オ
で
製
作
を
始
め

る
。
何
千
ポ
ン
ド
も
の
ア
イ
シ

ン
グ
と
生
地
を
準
備
し
、
テ
ー

ブ
ル
や
窓
枠
、
本
棚
ま
で
細
部

に
ま
で
妥
協
は
し
な
い
。
ロ
ビ

ッ
チ
さ
ん
は
１
９
９
４
年
、
地

元
カ
ン
ザ
ス
・
シ
テ
ィ
の
ホ
テ

ル
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
に
14
歳

で
初
め
て
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ

ド
・
ハ
ウ
ス
を
作
っ
た
。
ワ
シ

世
界
最
大
の
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
村

Photo: Courtesy of Jon 
Lovitch, GingerBread Lane

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
や
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

の
ホ
テ
ル
で
シ
ェ
フ
と
し
て
キ

ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
が
、
自
身
の

作
品
に
人
々
が
嬉
し
そ
う
に
反

応
す
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
好

き
で
、
Ｎ
Ｙ
市
で
製
作
に
専
念

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

　

毎
年
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン

後
、
ロ
ビ
ッ
チ
さ
ん
は
ジ
ン
ジ

ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
を
自

宅
の
装
飾
用
に
無
料
で
配
布
す

る
が
、
ア
イ
シ
ン
グ
や
ジ
ン
ジ

ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
は
賞
味
期
限
切

れ
の
た
め
食
べ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ま
た
ロ
ビ
ッ
チ
さ
ん
は

展
示
期
間
中
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ

レ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
作
り
体
験

ク
ラ
ス
を
提
供
す
る
。
詳
細

はgingerbread-lane.org

を
。

チ
ェ
ル
シ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

の
展
示
は
１
月
７
日
ま
で
。

　
下
関
の
ト
ラ
フ
グ
が
Ｊ
Ｆ
Ｋ

空
港
に
到
着
し
た
。
輸
入
は
日

米
の
取
り
決
め
で
11
月
か
ら
4

月
シ
ー
ズ
ン
の
3
回
の
み
。
新

規
に
ト
ラ
フ
グ
購
入
を
希
望
す

る
店
は
ト
ラ
フ
グ
バ
イ
ヤ
ー
ズ

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
会
員
に

な
る
必
要
が
あ
る
。
次
回
は
2

月
入
荷
予
定
で
、
そ
の
時
期
は

フ
グ
の
白
子
も
購
入
可
能
。
今

回
は
Ｎ
Ｙ
市
で
は
レ
ス
ト
ラ

ン
日
本
の
み
。
州
外
は
4
店

舗
。
只
、
オ
ー
ダ
ー
を
締
め
切

っ
た
後
に
複
数
の
高
級
す
し
店

か
ら
新
規
入
会
希
望
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
次
回
2
月
の
輸

入
時
は
ト
ラ
フ
グ
購
入
希
望

店
が
大
幅
に
増
え
る
可
能
性

大
だ
と
い
う
。
詳
細
はinfo@

restaurantnippon.com

。

トラフグ入荷
ＪＦＫに到着

問い合わせは　Eメール　info@precious-piece.com  小平さん
レストラン日本の木下さん

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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現
地
校
７
年
生
の
息
子
は

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
へ
の
進
学
を
希

望
し
て
い
ま
す
。
編
入
時
に
学

年
を
下
げ
た
の
で
、
日
本
で
は

中
学
1
年
で
す
。
主
人
の
任
期

は
あ
と
２
〜
３
年
の
予
定
。
息

子
は
現
地
校
で
の
生
活
に
忙
し

く
、
日
本
の
学
習
に
ま
っ
た
く

関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま

ま
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
上
が
り
、

帰
国
時
に
日
本
の
高
校
に
編
入

で
き
る
と
よ
い
の
で
す
が
、
帰

国
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
掴
め
な
い

な
か
、
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必

要
か
、
高
校
進
学
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

学
校
生
活
が
楽
し
く
、
学

年
が
上
が
り
忙
し
く
な
る
ほ

ど
、
帰
国
に
意
識
を
向
け
る
の

は
難
し
く
な
る
こ
と
は
理
解
で

き
ま
す
。
我
が
家
も
７
年
生
の

時
は
、
宿
題
や
ス
ポ
ー
ツ
、
友

人
と
の
付
き
合
い
が
忙
し
く
、

日
本
の
勉
強
ど
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ま
ま
友
人
と
一
緒
に

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
行
く
も
の
と

思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
最
終

的
に
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
行
か
ず

高
校
受
験
を
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
経
緯
を
帰
国
生
入
試
と
編

入
の
特
徴
も
含
め
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

帰
国
生
入
試
に
は
在
外
期

間
、
帰
国
後
の
年
数
な
ど
各
学

校
に
出
願
資
格
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
高
校
の
帰
国
生

入
試
で
は
、
帰
国
時
に
９
年
生

を
終
え
て
い
る
か
ど
う
か
も
大

事
な
要
素
に
な
り
ま
す
。
お
子

様
の
場
合
は
１
学
年
下
げ
て
い

ま
す
の
で
、
受
験
可
能
か
ど
う

か
を
希
望
す
る
学
校
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
受
験
科
目

も
、
英
語
の
み
、
国
数
英
３
科

目
、
そ
れ
に
加
え
て
英
語
エ
ッ

セ
イ
や
作
文
、
面
接
を
課
す
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
受
験
時
期

も
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
11
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情

報
を
事
前
に
収
集
す
る
こ
と

で
、
出
願
資
格
や
本
人
の
得
意

科
目
に
合
わ
せ
て
学
校
を
選

び
、
勉
強
対
策
や
帰
国
の
計
画

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
編
入
は
実
施
す
る
学

校
が
限
ら
れ
る
う
え
、
定
期
的

に
募
集
す
る
学
校
と
、
欠
員
時

の
み
募
集
す
る
学
校
が
あ
り
、

行
き
た
い
学
校
が
帰
国
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
募
集
し
て
い
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
試
験
は

国
数
英
３
科
目
の
と
こ
ろ
が
多

く
、
特
に
中
高
一
貫
校
は
編
入

す
る
学
年
よ
り
も
学
習
が
先
に

進
ん
で
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
出
題
範
囲
を
事
前
に
受

験
校
に
尋
ね
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
合
否
は
入
試
と
は
異

な
り
、
受
験
校
の
在
校
生
同
等

の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
で
決

め
る
た
め
、
受
験
者
が
少
な
く

て
も
受
か
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
お
子
様
は
編
入
を
考
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
こ
の
よ
う
に
編
入
は
簡
単

で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
た
う

え
で
、日
本
の
学
習
に
も
備
え
、

ア
メ
リ
カ
生
活
を
過
ご
さ
れ
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

我
が
家
も
帰
国
の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
帰
国
生

入
試
か
編
入
か
随
分
と
迷
い
ま

し
た
。
息
子
と
は
、
必
ず
数
年

後
に
は
帰
国
す
る
こ
と
、
高
校

に
入
っ
て
か
ら
は
、
日
本
国
内

の
大
学
を
希
望
し
よ
う
と
も
海

外
大
学
を
目
指
そ
う
と
も
高
校

で
し
っ
か
り
成
績
を
取
り
、
準

備
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

な
ど
を
話
し
合
い
、
日
本
の
学

校
に
慣
れ
る
期
間
も
考
え
た
う

え
で
、
受
験
校
選
択
の
幅
の
大

き
な
帰
国
生
入
試
を
選
び
ま
し

た
。
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
卒
業
後

は
短
期
間
で
し
た
が
日
本
人
学

校
に
通
い
、
無
事
中
学
校
卒
業

資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
塾
で
も
志
望
校
対
策
を
し

て
い
た
だ
く
な
ど
し
、
情
報
を

得
て
効
率
よ
く
学
習
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
高
校
入
学
後
は
目

標
設
定
に
苦
労
し
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
３
年
間
し
っ
か

り
勉
強
に
も
部
活
動
に
も
励
め

た
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

に
進
み
帰
国
時
に
編
入
す
る
選

択
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に
し

て
も
早
め
に
情
報
収
集
し
、
日

本
の
学
年
相
当
の
学
習
に
励
む

の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
オ
ン
ラ

イ
ン
説
明
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
利
用
し
た
り
、
一
時
帰
国
の

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
学
校
訪
問

を
し
た
り
し
て
学
校
の
こ
と
を

調
べ
、
高
校
生
活
の
イ
メ
ー
ジ

を
掴
む
と
、
勉
強
を
始
め
る
き

っ
か
け
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
前
向
き
に
、
帰
国
後

の
高
校
生
活
の
こ
と
を
話
し
合

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

母
の

会
」
で
は
「
母
親
が
歩
い
て
見

た
帰
国
生
の
た
め
の
学
校
案

内
」
を
毎
年
９
月
に
発
行
し
て

い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
の
上
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本欄への相談は 
フレンズ帰国生母の会
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983年 10月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。

 フレンズ帰国生母の会        冨田紋相談員
 滞在歴と滞在時の子供の年齢：ニューヨーク（長男 2～ 5歳、11～ 15歳）

高校の帰国生入試と編入学

http://www.startsnewyork.com
http://brooklyntime.net
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
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先
日
、
北
九
州
市
若
松
区

響
町
の
北
九
州
港
に
あ
る
、

い
わ
ゆ
る
「
軍
艦
防
波
堤
」

を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
太

平
洋
戦
争
終
結
後
、
旧
日
本

海
軍
艦
艇
の
多
く
は
戦
時
賠

償
と
し
て
連
合
国
に
引
き
渡

さ
れ
る
か
解
体
さ
れ
る
か
し
、

何
隻
か
の
艦
艇
は
、
戦
後
の

港
湾
整
備
の
一
環
と
し
て
防

波
堤
や
砂
防
堤
の
完
成
に
向

け
て
建
設
資
材
の
不
足
を
補

う
た
め
に
艦
艇
を
沈
め
る
方

法
が
取
ら
れ
、
砲
身
等
を
解

体
し
た
船
体
が
防
波
堤
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
、
北
茨
城
市
教
育
委

員
会
に
出
向
し
て
い
た
頃
、

福
島
県
い
わ
き
市
の
小
名
浜

港
に
軍
艦
防
波
堤
が
あ
る
と

聞
き
、
見
に
い
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
確

認
で
き
ず
に
終
わ
り
ま
し
た
。

小
名
浜
港
で
は
１
９
４
８
（
昭

和
23
）
年
に
旧
日
本
海
軍
の

駆
逐
艦
「
汐
風
」
と
「
澤
風
」

が
防
波
堤
を
構
築
す
る
た
め

に
沈
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
の

こ
と
で
し
た
。「
汐
風
」
は
、

実
戦
で
使
用
さ
れ
る
機
会
は

な
く
、
呉
港
で
終
戦
を
迎
え
、

戦
後
特
別
輸
送
艦
の
指
定
を

受
け
て
復
員
輸
送
に
従
事
し
、

そ
の
役
目
を
果
た
し
た
後
に

沈
め
ら
れ
、「
澤
風
」
は
、
特

攻
攻
撃
訓
練
目
標
艦
と
な
り
、

横
須
賀
で
無
傷
の
ま
ま
終
戦

を
迎
え
、
沈
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
汐
風
」
は
、
現
在
ア
ク
ア
マ

リ
ン
ふ
く
し
ま
が
建
っ
て
い

る
隣
の
1
号
埠
頭
に
あ
る
い

わ
き
市
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー 

い
わ
き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
」

の
南
側
の
一
部
だ
そ
う
で
す

が
、
今
で
は
全
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。「
澤
風
」
は
、
さ
ら
に

東
側
の
港
内
に
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
１
９
６
５
（
昭
和

40
）
年
に
漁
港
区
改
良
の
た

め
撤
去
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
な
お
、
撤
去
さ
れ
た
際

に
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
は
取
り
出

さ
れ
、
現
在
も
い
わ
き
市
内

の
三
崎
公
園
に
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
土

台
部
分
に
は
、
高
松
宮
宣
仁

親
王
が
揮
毫
さ
れ
た
「
艦
魂
」

の
文
字
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
北
九
州
市
若
松
区

響
町
す
な
わ
ち
洞
海
湾
の
入

り
口
の
響
灘
に
造
成
さ
れ
た

埋
立
地
の
一
角
に
も
、
通
称

「
軍
艦
防
波
堤
」（
正
式
に
は

「
響
灘
沈
艦
護
岸
」）
と
呼
ば

れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
筆

者
は
、
た
ま
た
ま
白
島
国
家

石
油
備
蓄
基
地
を
紹
介
す

る
「
白
島
展
示
館
」
を
見
学

に
行
っ
た
際
、
カ
ー
ナ
ビ
上

に
そ
の
文
字
を
見
つ
け
、
興

奮
し
て
現
地
に
向
か
い
ま
し

た
。
車
で
数
分
の
距
離
で

す
。
説
明
板
に
よ
れ
ば
、
長

さ
７
７
０
メ
ー
ト
ル
の
防
波

堤
の
う
ち
約
４
０
０
メ
ー
ト

ル
が
駆
逐
艦
「
涼
月
」「
冬

月
」「
柳
（
初
代
）」
の
3
隻

の
船
体
を
沈
設
し
て
作
ら
れ
、

３
隻
は
ほ
ぼ
一
直
線
に
並
び
、

凉
月
と
冬
月
は
船
首
を
突
き

合
わ
せ
る
形
に
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
設
置
当
初
は
上

部
構
造
物
を
撤
去
、
下
部
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
定
し
、

内
部
に
は
岩
石
や
土
砂
を
詰

め
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
船

内
に
入
る
こ
と
も
で
き
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
響
灘
の

波
に
よ
っ
て
船
底
が
崩
壊
し
、

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
に

「
凉
月
」
と
「
冬
月
」
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
埋
設
ま
た
は
周

囲
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
「
柳
（
初

代
）」
は
、
周
囲
を
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
補
強
し
た
も
の
の
、

船
体
の
輪
郭
は
は
っ
き
り
分

か
る
状
態
で
露
出
し
て
お
り
、

貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。
戦
争
遺
産
の
一
つ
と
し

て
、
し
っ
か
り
後
世
に
遺
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
栗
原
祐
司
／
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

軍艦防波堤

　

10
月
28
日
号
の
岡
山
県
岡
山

市
に
引
き
続
き
、
宮
城
県
の
魅

力
を
ご
紹
介
し
た
い
。
宮
城
県

出
身
の
筆
者
の
考
え
る
宮
城
県

の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
は
秋
冬
で

あ
る
。「
た
だ
で
さ
え
寒
い
時

期
に
わ
ざ
わ
ざ
寒
い
東
北
地
方

か
・
・
・
」
と
思
う
方
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
秋
冬
の
宮

城
県
の
魅
力
は
想
像
以
上
で
あ

る
。
今
回
は
お
す
す
め
の
過
ご

し
方
を
北
・
中
央
・
南
の
3
つ

に
分
け
て
お
届
け
し
た
い
。

 （
１
）
北
〜
温
泉
満
喫
プ
ラ
ン
〜

　

日
々
の
都
心
生
活
に
お
疲
れ

の
あ
な
た
、
そ
ろ
そ
ろ“

プ
チ

湯
治”

が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
宮
城
県
北
部
の
大
崎
市

に
位
置
す
る
鳴
子
温
泉
郷
は
、

数
多
の
温
泉
が
あ
る
東
北
地
方

の
中
で
も“

奥
州
三
名
湯”

の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
温
泉
地
で

あ
る
。
日
本
に
あ
る
11
の
泉
質

（
旧
泉
質
）
の
う
ち
8
種
類
が

集
ま
っ
て
い
る
鳴
子
温
泉
は
古

く
か
ら
湯
治
場
と
し
て
人
気
が

あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
近
隣

地
域
の
農
民
が
繁
忙
期
に
重
労

働
を
行
っ
た
後
、
閑
散
期
で
あ

る
冬
に
鳴
子
温
泉
を
訪
ね
て
温

泉
を
堪
能
し
心
身
の
疲
れ
を
癒

す“

湯
治”

と
い
う
文
化
が
あ

り
、
彼
ら
は
大
抵
自
炊
を
行
い

な
が
ら
2
〜
3
週
間
温
泉
を
ゆ

っ
く
り
楽
し
む
の
で
あ
る
。
特

に
何
を
す
る
わ
け
で
も
な
く
、

湯
に
浸
か
り
、
他
の
湯
治
客
と

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
の
ん
び
り
過

ご
す
。
日
々
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
と
睨
め
っ
こ
を
し
、
人
間
関

係
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る

私
達
も
、
2
〜
3
週
間
と
は
言

わ
ず
と
も
そ
ろ
そ
ろ
プ
チ
湯
治

が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
際
に
は
ぜ
ひ
「
湯
め
ぐ

り
チ
ケ
ッ
ト
」
も
ご
活
用
い
た

だ
き
た
い
。
チ
ケ
ッ
ト
に
は
6

枚
の
シ
ー
ル
が
付
い
て
お
り
、

シ
ー
ル
を
使
っ
て
加
盟
温
泉
で

入
浴
す
る
と
現
金
で
入
浴
す
る

よ
り
も
割
引
に
な
り
、
気
軽
に

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
温
泉
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

10
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬
に

は
ぜ
ひ
鳴
子
大
橋
か
ら
の
紅
葉

も
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
大
谷
川

が
刻
ん
だ
深
さ
１
０
０
メ
ー
ト

ル
に
お
よ
ぶ
大
峡
谷
が
、
紅
葉

の
時
期
に
は
鮮
や
か
な
赤
や
黄

に
彩
ら
れ
、
大
深
沢
橋
か
ら
の

眺
め
は
ま
さ
に
絶
景
。
峡
谷
沿

い
に
は
自
然
遊
歩
道
も
整
備
さ

れ
て
い
る
の
で
紅
葉
狩
り
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
る
。

（
２
）
中
央　

〜
仙
台
ク
リ
ス

マ
ス
＆
グ
ル
メ
満
喫
プ
ラ
ン
〜

　

何
日
も
時
間
が
取
れ
な
い
と

い
う
あ
な
た
に
も
、
東
京
か
ら

日
帰
り
で
も
杜
の
都
仙
台
を
満

冬
の
主
役
は
宮
城
県
！ 

故
郷
自
慢
案
内

温
泉
、
仙
台
グ
ル
メ
、
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ

日本の
いいとこ
再発見

喫
で
き
る
「
仙
台
ク
リ
ス
マ
ス

＆
グ
ル
メ
満
喫
プ
ラ
ン
」
を
ご

紹
介
し
た
い
。
ケ
ヤ
キ
並
木
が

美
し
い
定
禅
寺
通
（
仙
台
駅
か

ら
電
車
で
5
分
、
徒
歩
15
分
）

で
は
、
毎
年
12
月
に
冬
の
風
物

詩
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
光
の
ペ
ー

ジ
ェ
ン
ト
」
が
行
わ
れ
る
。
今

年
で
38
回
目
を
迎
え
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
ケ
ヤ
キ
１
２
５

本
に
約
47
万
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
灯

さ
れ
、
定
禅
寺
通
を
シ
ャ
ン
パ

ン
ゴ
ー
ル
ド
に
染
め
る
。
宮
城

県
民
定
番
の
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ー

ト
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
中
に
は

1
つ
だ
け
幻
の
ピ
ン
ク
の
電
球

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
見

つ
け
る
と
幸
せ
に
な
れ
る
と
噂

さ
れ
て
い
る
。
公
式
サ
イ
ト
曰

く「
ピ
ン
ク
の
電
球
の
有
無
は
、

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
光
の
ペ
ー
ジ
ェ

ン
ト
実
行
委
員
会
で
は
把
握
し

て
お
り
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
だ

が
、
目
撃
例
は
複
数
報
告
さ
れ

て
い
る
の
で
ぜ
ひ
大
切
な
人
と

一
緒
に
探
し
て
み
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
定
禅
寺
通
沿
い
に
は
、

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
眺
め
な
が
ら

名
物
の
牛
タ
ン
や
日
本
酒
を
楽

し
め
る
お
店
が
多
数
あ
り
、
絶

景
を
見
な
が
ら
食
事
も
で
き

る
。
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
時
期
は

特
に
す
ぐ
予
約
が
埋
ま
っ
て
し

ま
う
の
で
、
早
め
の
予
約
を
お

す
す
め
す
る
。

（
３
）
南　

〜
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
プ
ラ
ン
〜

　

東
北
の
冬
と
言
え
ば
や
っ
ぱ

り
雪
！
雪
を
元
気
い
っ
ぱ
い
楽

し
み
た
い
方
に
は
、
宮
城
県
南

西
部
に
位
置
す
る
蔵
王
町
周
辺

を
お
勧
め
し
た
い
。
蔵
王
は
宮

城
県
と
山
形
県
の
両
県
に
ま
た

が
る
エ
リ
ア
で
、
積
雪
が
多
い

た
め
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

を
楽
し
め
る
ス
キ
ー
場
が
複
数

あ
る
ほ
か
、
冬
が
も
た
ら
す
絶

景
「
樹
氷
」
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。
樹
氷
と
は
、
数
多
の

ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
が
シ
ベ
リ

ア
か
ら
の
強
い
季
節
風
に
よ
っ

て
運
ば
れ
た
雪
と
氷
を
纏
う
現

象
を
指
し
、
世
界
で
も
あ
ま
り

類
を
み
な
い
氷
と
雪
の
芸
術
品

で
あ
る
。
数
多
の
マ
ツ
が
雪
と

氷
を
纏
う
迫
力
満
点
の
光
景

は
、“

ス
ノ
ー
モ
ン
ス
タ
ー”

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
樹
氷
を
間
近
に

み
る
こ
と
が
で
き
る
ナ
イ
ト
ク

ル
ー
ザ
ー
も
運
行
さ
れ
て
い
る

の
で
、
昼
は
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
、
夜
は
樹
氷
を
そ
れ

ぞ
れ
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
蔵
王
は
酪
農
が
盛
ん
な

地
域
の
た
め
、
チ
ー
ズ
イ
ン
ハ

ン
バ
ー
グ
、
チ
ー
ズ
ピ
ザ
な
ど

チ
ー
ズ
料
理
も
堪
能
し
て
欲
し

い
。
特
に
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
は

絶
品
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ク
リ

ー
ム
チ
ー
ズ
も
裸
足
で
逃
げ
出

す
美
味
し
さ
で
あ
る
。

 

以
上
、
冬
の
３
つ
の
満
喫
プ

ラ
ン
を
ご
紹
介
し
た
が
、
宮
城

県
は
老
若
男
女
誰
が
い
つ
来
て

も
楽
し
め
る
魅
力
が
満
載
で
あ

る
。
皆
さ
ん
の
次
の
帰
国
時
の

旅
行
プ
ラ
ン
に
は
ぜ
ひ
宮
城
県

を
！ 

（
宮
城
県
庁
／
一
般
財
団

法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
派

遣
・　

長
沼
理
紗
、
写
真
は
す

べ
て
「
み
や
ぎ
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ

ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
提
供
）

冬
の
仙
台
名
物
、
光
の
ペ
ー

ジ
ェ
ン
ト

紅葉真っ盛りの鳴子大橋

雪景色の鳴子温泉

絶景！蔵王の樹氷

※ご帰国観光のご案内コーナー
■仙台宮城の観光・旅行情報サイト 宮城まるごと探訪

（https://www.miyagi-kankou.or.jp/）

■鳴子温泉観光協会（https://www.welcome-naruko.jp/）

■仙台光のページェント
（https://sendaihikape.jp/about_us/2023overview/）

■蔵王町観光物産協会（https://www.zao-machi.com/）

http://hinomaru-limo.com
mailto:meiseimotors@aol.com
https://www.miyagi-kankou.or.jp/
https://www.welcome-naruko.jp/
https://sendaihikape.jp/about_us/2023overview/
https://www.zao-machi.com/
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前
回
、「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
介
護
士
」
と
い
う
資
格
者
の

話
を
し
ま
し
た
が
、
な
ん
と
、

海
を
越
え
て
ア
メ
リ
カ
に
も
こ

の
有
資
格
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
い
う
情
報
が
入
っ
て
き
ま
し

た
。
改
め
て
、
味
気
の
な
い
介

護
と
い
う
仕
事
に
エ
ン
タ
メ
要

素
が
必
要
だ
と
い
う
証
明
で
も

あ
り
ニ
ー
ズ
の
高
い
資
格
だ
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
ご
要
望

に
お
応
え
し
て
２
回
連
続
で
こ

の
話
を
続
け
ま
す
。

　

さ
て
、「
人
間
の
尊
厳
」と
は
、

道
義
に
沿
う
限
り
「
自
分
の
好

き
な
と
こ
ろ
に
行
け
て
、
自
分

の
判
断
で
好
き
な
こ
と
が
で
き

る
こ
と
」。
こ
れ
が
出
来
な
い

こ
と
が
国
際
的
に
も
日
本
が
遅

れ
て
い
る
と
感
じ
る
元
凶
だ
と

感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
高
齢
者

の
方
が
「
認
知
症
」
と
い
う
診

断
を
さ
れ
た
場
合
、
現
存
の
専

門
職
、
ま
た
は
親
族
や
友
人

（
以
下
、
関
係
者
）
の
共
通
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
は
、「
認
知
症

に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
私
た
ち

が
決
め
る
こ
と
が
あ
な
た
の
た

め
に
な
る
」
と
い
う
本
人
が
そ

れ
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
行

使
し
て
い
た
「
自
分
で
決
め
ら

れ
る
こ
と
や
も
の
」
が
た
っ
た

ひ
と
つ
の
症
状
を
理
由
に
、
関

係
者
に
強
く
奪
わ
れ
、
大
き
く

破
壊
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
す
。

そ
の
時
、
本
人
は
怒
り
、
悲
し

み
を
経
て
あ
き
ら
め
、
好
き
な

酒
も
飲
め
な
い
、
好
き
な
ゴ
ル

フ
仲
間
と
も
会
え
な
い
、「
老

い
て
は
健
常
者
に
従
え
」
と
い

う
だ
け
の
人
権
侵
害
（
絶
望
）

を
受
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
の
で
す
。
こ
れ
が
「
人
間

の
尊
厳
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う

か
。
関
係
者
が
良
か
れ
と
し
て

提
供
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
実
は
高
齢
者
を
守
る
と
い
う

偽
善
に
よ
る
大
き
な
人
権
侵
害

に
な
る
可
能
性
だ
っ
て
あ
る
の

で
す
。
と
は
い
え
、
介
護
報
酬

改
定
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
国
際
条
約
の
批
准
レ
ベ
ル

に
近
づ
い
て
い
る
の
も
事
実
で

す
。
小
さ
な
明
か
り
が
灯
り
始

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士
の
役
割

め
た
よ
う
で
す
。

　

介
護
報
酬
改
定
で
新
し
く
制

度
の
一
つ
と
し
て
出
て
き
た

「
自
立
支
援
推
進
加
算
」。
こ
れ

は
特
養
、
老
健
、
介
護
医
療
院

の
介
護
三
施
設
だ
け
に
適
用
さ

れ
て
い
る
、
あ
る
意
味
「
試
験

的
な
加
算
」
で
す
が
、
そ
の
内

容
を
読
む
と
、
誰
も
が
「
出
来

っ
こ
な
い
」
と
驚
く
内
容
な
の

で
す
。
そ
の
一
部
抜
粋
。（
令

和
３
年
３
月
16
日
厚
生
労
働
省

老
健
局
Ｖ
Ｏ
Ｌ
９
３
４
）

◆
食
事
は
、施
設
に
お
い
て
も
、

本
人
の
希
望
に
応
じ
、
居
室
外

で
、
車
椅
子
で
は
な
く
、
普
通

の
椅
子
を
用
い
る
等
、
本
人
の

自
宅
等
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

暮
ら
し
を
維
持
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
食
事
の
時
間
や
嗜
好
等

へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
個
人

の
習
慣
や
希
望
を
尊
重
す
る
。

◆
入
浴
は
、施
設
に
お
い
て
も
、

本
人
の
希
望
に
応
じ
、
こ
れ
ま

で
の
暮
ら
し
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
、
回
数
や
ケ
ア
の
方
法
に

つ
い
て
も
、
個
人
の
習
慣
を
尊

重
す
る
こ
と
。

　

介
護
職
か
ら
は「
お
い
お
い
、

共
同
生
活
と
い
う
ル
ー
ル
に
従

う
べ
き
中
で
個
人
で
勝
手
な
こ

と
を
さ
れ
た
ら
介
護
す
る
側
が

混
乱
す
る
、
出
来
っ
こ
な
い
」

の
声
が
四
方
八
方
か
ら
飛
ん
で

き
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
登
場
す
る
「
正
義

の
味
方
」
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
介
護
士
で
す
。
我
々
が
や
る

べ
き
「
人
権
擁
護
」
へ
の
取
り

組
み
は
、
高
齢
者
ひ
と
り
ひ
と

り
の
生
き
て
い
た
道
、
生
き
様

を
知
り
、「
高
齢
者
」
と
い
う

ワ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
相
対
峙
す

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
「
意
思

決
定
権
を
持
っ
た
個
人
」
と
接

し
て
い
る
、
つ
ま
り
十
人
十
色

を
自
認
す
る
こ
と
で
す
。
レ
ク

に
参
加
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の

中
に
は
、非
協
力
的
だ
っ
た
り
、

反
応
が
な
か
っ
た
り
す
る
方
等

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
介
護
士
は
気
持
ち
の
中
で

「
楽
し
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
焦
っ
て
し
ま
う
の
で
す

が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
す
。
そ

れ
よ
り
も
大
事
な
気
持
ち
は
、

「
主
役
は
高
齢
者
」
だ
と
思
う

こ
と
で
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
介
護
士
は
あ
く
ま
で
も
「
影

子
」
で
す
。
し
か
し
、
わ
か
っ

て
は
い
る
け
ど
、
舞
台
に
立
つ

と
緊
張
し
ち
ゃ
っ
て
、
気
が
つ

い
た
ら
自
分
ば
か
り
が
目
の
前

に
出
過
ぎ
て
い
た
と
反
省
ば
か

り
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
慣
れ

て
く
る
と
、
そ
の
主
役
さ
ん
た

ち
の
非
協
力
的
さ
、
反
応
の
な

さ
こ
そ
が
、
実
は
、
彼
ら
・
彼

女
ら
の
「
意
思
決
定
権
」
の
行

使
で
も
あ
る
の
で
す
。だ
か
ら
、

良
か
れ
と
思
っ
て
、
前
へ
前
へ

と
本
人
の
意
思
を
ひ
る
が
え
す

よ
う
に
、
無
理
に
引
っ
張
り
出

す
必
要
は
な
い
か
な
。
と
冷
静

に
判
断
で
き
る
よ
う
な
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士
に
な
る
と

い
い
で
す
ね
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

先
月
の
コ
ラ
ム
に
「
幸
せ
と

い
う
の
は
、
豊
な
心
を
持
っ
た

人
格
の
こ
と
で
す
」
と
書
き
ま

し
た
。
こ
の
「
豊
か
な
心
」
と

は
何
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、

豊
か
な
機
能
性
を
も
っ
た
免
疫

力
の
こ
と
で
す
。
で
は
、
免
疫

力
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ

は
、
自
己
認
識
力
、
自
己
防
衛

力
、
そ
し
て
自
己
表
現
力
、
つ

ま
り
自
己
そ
の
も
の
で
す
。
健

全
な
自
己
を
確
立
出
来
て
い
る

人
の
心
は
、
豊
か
さ
を
支
え
る

た
め
に
必
要
な
溢
れ
ん
ば
か
り

の
元
気
を
、
楽
に
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
人

前
で
も
、
そ
の
ま
ま
自
然
体
で

い
る
こ
と
が
出
来
、
余
計
な
ス

ト
レ
ス
を
作
り
出
す
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
免
疫
力
は
何
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
か
ご
存
じ
で

す
か
？
答
え
は
、
免
疫
シ
ス
テ

ム
で
す
。
そ
れ
は
病
気
と
い
う

人
生
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
経
験

し
、
自
力
で
乗
り
越
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
豊
か
な
経
験
を
踏

ま
え
た
豊
か
な
心
を
生
み
出
し

て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る

の
で
す
。
病
気
と
い
う
の
は
、

体
内
に
溜
ま
っ
た
ゴ
ミ
の
大
掃

除
。
免
疫
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
掃

除
係
で
す
。
ゴ
ミ
を
見
る
と
そ

の
人
の
生
活
習
慣
が
分
か
り
ま

す
。
免
疫
シ
ス
テ
ム
は
、
掃
除

を
し
な
が
ら
自
分
の
内
に
溜
ま

姿
勢
と
食
事
６

質
を
攻
撃
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
繰
り
返
せ
ば

自
己
喪
失
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
は
自
然
な
事
だ
と
思
い
ま

す
。
自
己
学
習
能
力
で
あ
る
自

己
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
働
か
せ
な

け
れ
ば
新
た
な
経
験
は
増
え

ず
、
結
果
と
し
て
免
疫
力
は
低

下
し
、
心
も
た
だ
疲
弊
し
て
貧

し
く
な
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
結
果
が
イ
ン
ナ
ー
チ

ャ
イ
ル
ド
、
ま
た
は
ア
ダ
ル
ト

チ
ル
ド
レ
ン
で
す
。

　

現
代
人
に
、
こ
う
い
っ
た
精

神
的
に
成
長
し
き
れ
ず
、
大
人

の
身
体
の
中
で
苦
し
む
子
供
た

ち
の
増
加
が
目
立
つ
原
因
が
、

西
洋
医
学
の
過
剰
な
介
入
に
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

自
己
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
活
性

化
し
、免
疫
力
を
高
め
る
に
は
、

健
全
な
腸
内
細
菌
叢
の
存
在
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
人
体
を
構

成
す
る
組
織
の
90
％
は
腸
内
細

菌
を
含
む
常
在
菌
で
す
の
で
、

自
己
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の

90
％
も
常
在
菌
が
司
っ
て
い
ま

す
。
で
す
の
で
、
心
豊
か
で
健

全
な
人
格
形
成
に
は
、
健
全
な

常
在
菌
に
支
え
ら
れ
た
免
疫
シ

っ
た
ゴ
ミ
か
ら
自
分
を
学
び

（
こ
れ
を
反
省
と
呼
ぶ
）、
よ
り

良
き
新
し
い
自
分
を
発
見
・
発

揮
し
な
が
ら
前
進
し
て
い
く
た

め
の
自
己
学
習
能
力
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、使
え
ば
使
う
ほ
ど
、

皆
さ
ん
の
心
の
豊
か
さ
＝
免
疫

力
が
、
高
ま
っ
て
ゆ
く
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。ま
た
、

そ
れ
を
成
長
と
呼
び
ま
す
。
自

己
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
働
か
せ
る

こ
と
で
治
癒
す
る
（
自
己
再
統

治
す
る
）
な
ら
、
そ
の
経
験
が

あ
な
た
の
自
信
と
知
恵
を
強
化

し
、
心
豊
か
な
人
間
へ
と
導
い

て
く
れ
ま
す
。
で
も
、
西
洋
医

学
と
い
う
他
力
に
頼
っ
た
対
処

療
法
で
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
抑

制
す
れ
ば
、
そ
れ
は
イ
コ
ー
ル

自
己
抑
制
、
別
の
言
い
方
を
す

る
な
ら
自
己
否
定
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
特
に
自
分
の
本

ス
テ
ム
の
働
き
が
必
須
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子
：
米
国
栄

養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認
定

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
「
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
」
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com
　

ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
テ

ィ
フ
ァ
ニ
ー
は
29
日
（
水
）、

現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ダ
ニ

エ
ル
・
ア
ー
シ
ャ
ム
と
ポ
ケ

モ
ン
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
ん

だ
カ
プ
セ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
＆
ア
ー
シ
ャ

ム
・
ス
タ
ジ
オ
＆
ポ
ケ
モ
ン
」

を
期
間
限
定
で
発
表
す
る
。

価
格
は
１
２
９
０
ド
ル
か
ら

２
万
９
０
０
０
ド
ル
。

　

購
入
は
表
参
道
店
（
東
京
）、

北
米
は
問
い
合
わ
せ
殺
到
の

た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
（https://

www.tiff any.com/

）
の
み
。

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
が

ポ
ケ
モ
ン
と
コ
ラ
ボ

https://shopnyseikatsu.com/
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://www.tiffany.com/
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 EVENT　
■第 91 回ロックフェラーセンターのク
リスマスツリー点灯式＝ 11/29　20:00  
Rockefeller Center（45 Rockfeller Plaza）
11/11 に到着したツリーに約 5 万個の
LED ライトとスワロフスキーの星が飾ら
れ、この日から来年 1/13 まで点灯する。
米人気歌手が登場する点灯式セレモニー
は午後 8時からNBC にて全米生中継。
詳 細 は https://www.rockefellercenter.
com
■サンタコン＝ 12/9　10:00-20:00  市内
各地　サンタクロースの仮装をして、朝
から市内のバーやパブをはしごして街を
練り歩く恒例イベント。サンフランシス
コで発祥し、世界 354 都市、47 か国で開
催されているワールドワイドなイベント。
誰でも参加可能だが全身仮装必須。集合
場所などは直前に SNS にて公開される。
詳細は https://santacon.nyc/

CLASS/SEMINAR
■講演会「類稀なる日本の住宅 : 1945 年
から現在の住宅デザイン』＝ 12/5   18:00   
Japan Society（333 E 47th St.）スピーカー
は東京に 30 年在住のアメリカ人建築家、
作家のナオミ・ポロック氏。司会はイェー
ル大学建築学部講師でミライ・ワーク・
スペースの共同設立者の河井容子氏。講
演後レセプションあり。参加費：一般
$16、JS 会員・学生・シニア $12。
詳細は http://www.japansociety.org
■オンライン無料座談会「アジア人とし
ての生きづらさを一緒に語りませんか？」
＝ 12/9　14:00  コロナ禍でクローズアッ
プされた「アジアンヘイトクライム」。ア

メリカでのアジア人としての生きづらさ、
不安や精神的な落ち込みについて話し合
う。座長はNY日系人会理事のブロディー
愛子さん。参加費無料。要予約。
詳細は https://www.fl atjp.org

THEATRE/DANCE
■ニューヨーク・シティ・バレエ「ジョー
ジ・バランシンのくるみ割り人形」＝
11/24 ～ 12/31　David H. Koch Theater
（20 Lincoln Center Plaza）ホリデーシー
ズンを彩る毎年恒例の演目で子供から大
人まで楽しめるチャイコフスキーの名作。
150 人以上のダンサーが美しい衣装を身
にまとい、豪華な舞台セットのもとでお
菓子の国へと誘う。入場料：$55 から
詳細は https://www.nycballet.com
■第 46 回ビッグアップルサーカス公演
＝2024/1/1 まで　リンカーンセンターの
ダムロッシュ広場に設置された特設テン
トにて上演。今年は 1976 年に設立され
たドイツ・ベルリンを拠点とするサーカ
ス・ロンカッリを迎え「虹への旅」をテー
マに、去年とは内容を一新したパフォー
マンスを披露。動物は使わずピエロやダ
ンサー、曲芸師が楽団の生演奏とともに
会場を盛り上げる。入場料：$24.95 から  
詳細は https://www.bigapplecircus.com/
■「クリスマス・スペクタキュラー」＝
2024/1/1 ま で　Radio City Music Hall
（1260 Avenue of the Americas）1933 年
の初演以来続くロケッツの一糸乱れぬ伝
統的なラインダンスのほか、サンタクロー
スやトナカイ、おもちゃの兵隊など、次々
と舞台シーンが変わり子供から大人まで
楽しめるショー。入場料：$52 ドルから
詳 細 は https://www.rockettes.com/
christmas/

ART
■早坂寿輝：武士道「刹那」展＝ 11/28
～ 12/4　NY 天理文化協会（43 Ａ W 13th 
St.）東京を拠点に活動するアーティスト、
早坂寿輝の個展。大学在学中から消防団
に所属していた早坂は東日本大震災で人
命救助にあたった経験から命の尊さに気
づく。同展では丸いキャンバスに日章旗
を思い起こさせる太陽や月、和を連想さ
せる作品を展示する。入場無料。オープ
ニングレセプションは 12/1 午後 6 時か
ら 8 時、早坂寿輝と殺陣波濤流 NY によ
るライブパフォーマンスもある。
■前田正博、色絵磁器作家の回顧展「模
様と遊ぶ」＝ 12/15 まで  Joan B Mirviss 
LTD.（39 E 78th St.）現代陶芸家・前田正
博の回顧展。前田は1948年京都府生まれ。
東京藝術大学大学院生時代から色絵磁器
の制作に取り組む。前田の作風は変化し
つつも、一貫した広範囲の色やモチーフ
を利用した装飾には独特の芸術性がうか
がえる。入場無料。
詳細は https://www.mirviss.com/

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ
が

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
毎
年
開

催
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
特

別
公
演
「
魔
笛
（The Magic 

Flute

）」
が
12
月
８
日
（
金
）

か
ら
30
日
（
土
）
ま
で
上
演
さ

れ
る
。
通
常
３
時
間
弱
の
公
演

を
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
に
１
１
０

分
に
短
縮
し
た
も
の
で
、
モ
ー

ツ
ア
ル
ト
の
お
と
ぎ
話
を
英
語

で
歌
う
。

　

テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
ピ
ョ
ー
ト

ル
・
ブ
シ
ェ
フ
ス
キ
と
ジ
ョ
シ

ュ
ア
・
ブ
ル
ー
が
王
女
パ
ミ
ー

ナ
を
射
止
め
る
た
め
に
冒
険
を

続
け
る
勇
敢
な
王
子
タ
ミ
ー
ノ

役
を
演
じ
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の

ジ
ャ
ナ
イ
・
ブ
ル
ッ
ガ
ー
と
リ

ヴ
・
レ
ッ
ド
パ
ス
が
歌
う
。
ま

た
有
名
な
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ロ
ラ

ン
ド
・
ヴ
ィ
ラ
ゾ
ン
が
、
バ
リ

ト
ン
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
バ

ー
チ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
と
交
互
に

運
の
悪
い
鳥
捕
り
パ
パ
ゲ
ー
ノ

を
再
び
熱
演
す
る
。

　

ま
た
、
12
月
10
日
（
日
）
午

後
２
時
の
公
演
前
の
正
午
12
時

か
ら
、
そ
の
日
の
チ
ケ
ッ
ト
が

あ
れ
ば
誰
で
も
無
料
で
参
加
で

き
る
ホ
リ
デ
ー
・
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
が
開
催
さ
れ
る
。音
楽
家
、

ダ
ン
サ
ー
、
衣
裳
ス
タ
ッ
フ
な

ど
、
メ
ッ
ト
の
舞
台
裏
や
芸
術

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
実
演
体
験
や

音
楽
鑑
賞
が
で
き
る
。

　

入
場
料
は
37
ド
ル
か
ら
。
チ

ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://www.metopera.
org

を
参
照
す
る
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ

「
魔
笛
」
ホ
リ
デ
ー
特
別
公
演

　

Ｎ
Ｙ
州
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

に
あ
る
エ
グ
レ
ヴ
ス
キ
ー
・
バ

レ
エ
団
で
カ
ン
パ
ニ
ー
唯
一
の

日
本
人
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
高
山
ま
り
さ
ん
が

12
月
、
２
つ
の
公
演
に
出
演
す

る
。
高
山
さ
ん
は
３
歳
か
ら
バ

レ
エ
を
習
い
始
め
、
洗
足
学
園

音
楽
大
学
バ
レ
エ
コ
ー
ス
を
卒

業
。
米
国
、
ロ
シ
ア
、
英
国
な

ど
へ
数
多
く
の
バ
レ
エ
短
期
留

学
を
し
て
き
た
経
験
が
あ
る
。

幼
少
の
頃
か
ら
自
分
の
夢
を
追

う
こ
と
を
応
援
し
続
け
て
く
れ

た
母
親
に
は
最
大
の
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
い
る
が
、
自
立

で
き
た
時
に
は
、
自
分
が
バ
レ

リ
ー
ナ
と
し
て
の
道
に
進
む
こ

と
を
ま
だ
認
め
て
く
れ
て
い
な

い
父
親
に
、
晴
れ
の
姿
を
見
せ

て
認
め
て
も
ら
え
る
こ
と
だ
と

い
う
。

　

12
月
２
日（
土
）と
３
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら
は
、
ミ
ラ
ー

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
23 

N. 6th St.　

Allentown, PA

）

で
上
演
さ
れ
る
「
く
る
み
割

り
人
形
（Repertory  Dance 
Theatre's Nutcracker

）」
で

主
役
の
こ
ん
ぺ
い
と
う
の
精
を

演
じ
る
。
入
場
料
は
22
ド
ル
か

ら
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

millersymphonyhall.org/

を
参
照
す
る
。

　

12
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時

と
6
時
、
17
日
（
日
）
午
後
２

時
か
ら
の
「
く
る
み
割
り
人

形
（Eglevsky Ballet in The 

Nutcracker

）」
で
は
、
メ
イ

ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
花
の
ワ
ル

ツ
の
ソ
リ
ス
ト
、
デ
ュ
ー
ド
ロ

ッ
プ
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。
会

場
は
（720 Northern Blvd, 

Brookville, NY

）。
入
場
料

は
54
ド
ル
か
ら
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

tillescenter.org/

を
参
照
。

高山まりさん今年も　
くるみ割人形で主役
昨年に続き２都市で

https://minglesoho-ny.com/
https://www.nycballet.com
https://www.bigapplecircus.com/
https://www.mirviss.com/
https://www.rockefellercenter
https://santacon.nyc/
http://www.japansociety.org
https://www.rockettes.com/christmas/
https://www.flatjp.org
https://www.metopera.org
https://www.tillescenter.org/
https://www.millersymphonyhall.org/



